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要望を受けて「国立国語研究所設置法」が昭和 23年 12月 20日に公布施行され，国家的な国語研究機
関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期にかけての
日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資するという当初の









たっては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese
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田窪行則 京都大学名誉教授（–2017年 9月 30日）
樋口知之 統計数理研究所長 /情報・システム研究機構理事
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任期：2015年 10月 1日–2017年 9月 30日（2年間）
2017年 10月 1日–2019年 9月 30日（2年間）
外部評価委員会
門倉正美 横浜国立大学名誉教授
田野村忠温 大阪大学大学院文学研究科教授（–2017年 9月 30日）
小野正弘 明治大学文学部教授
沖裕子 信州大学人文学部教授
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片桐恭弘 公立はこだて未来大学学長
坂原茂 東京大学名誉教授（2017年 10月 1日–）
佐久間まゆみ 早稲田大学大学院日本語教育研究科教授
橋田浩一 東京大学大学院情報理工学研究科教授
森山卓郎 早稲田大学文学学術院教授（2018年 1月 1日–）
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対照言語学研究を推進するために，国内外の研究者 32 人を共同研究員として追加し，合計 123 人
の組織で事業を遂行した。4つの研究班ごとの公開研究発表会を計 9回，4班合同の発表会（Prosody
and Grammar Festa 2）を 1 回，国際ワークショップ・シンポジウムを 2 回開催した。これらの企画
において計 76件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 8件），計 610名（延べ）の参加
者が得られた（うち海外機関研究者 68 人，大学院生を含む学生 74 人）。またプロジェクトの所内メ
ンバーが合計 7 冊の研究論文集を刊行，3 冊の研究論文集の編集を行い，さらに 3 冊の一般書・啓蒙
書を刊行した。これらの図書は国内外の専門誌の書評欄において好意的な評価を受け，また一般書・
啓蒙書は複数の新聞の書評欄等で取り上げられた。





国際ワークショップ Workshop on Prosody and Prosodic Interfaces と Nominalization and Noun
modification を開催するにあたってアドバイザリーボードのメンバーに意見を求め，その意見をテー
マや招待講演（発表）者の選定と成果の刊行計画立案に活用した。





本語の音声と文法について各 4 コマの講義を行った。大学院生 67 人を含む合計 99 人の参加を得た。
若手育成として新規に PD フェローを 2 人雇用し，また学振 PD1 人を外来研究員として受け入れ指導
を行った。またプロジェクト全体で 6 人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。
さらに大学院生 6 人，学振 PD1 人を共同研究員としてプロジェクトに参画させ，このうち 3 人
（延べ）にプロジェクト主催の発表会等で研究発表の機会を与えた。また共同研究員以外に，各班の
研究発表会や国際ワークショップ等において延べ 5 人の大学院生（筆頭発表者）に発表の機会を与
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プロジェクトの所内メンバーが合計 5 冊の英文研究論文集を刊行した（Haruo Kubozono（ed.）
The Phonetics and Phonology of Geminate Consonants（Oxford University Press，計 408 頁），Haruo
Kubozono and Mikio Giriko（eds.）Tonal Change and Neutralization（De Gruyter Mouton，計 383
頁），Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa and Hisashi Noda（eds.）Handbook of Japanese Synta
（De Gruyter Mouton，計 852頁），Prashant Pardeshi and Taro Kageyama（eds.）Handbook of Japanese
Contrastive Linguistics（DeGruyterMouton，計 722頁），Kenshi Funakoshi et al.（eds.）Japanese/Korean
Linguistics 24（CSLI，計 400 頁））。
また寺村秀夫の名詞修飾表現に関する一連の研究の英語訳をホームページ公開した。
さらに国際イベントとして，JK Workshop on Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and
Korean（ハワイ大学），The 14th International Cognitive Linguistics Conference のテーマセッション











































活動を行った。言語研究班は，公開研究発表会・講演会を 2 回，国際シンポジウムを 1 回，ワーク
ショップを 1 回開催した。これらのイベントにおいて計 26 件の研究発表（学生が筆頭著者の研究発
表 2 件を含む）が行われ，計 93 名（延べ）が参加した（うち，海外の研究機関所属の研究者 19 名，
大学院生を含む学生 12 名）。
プロジェクト全体で，学術論文・国際学会プロシーディングス論文・著作分担章等 3件，コーパス・




















ために開発されたアノテーション方式とインターフェースは Man’yoshu97 Parsed Corpus（MYS97）
で使用され，2017 年 5 月に公開された（http://www.compling.jp/mys97/）。このプロジェクトは
NPCMJ の方針をそのまま上代語に適用する試みである。また，NPCMJ コーパスのインターフェー
スは Oxford-NINJAL Corpus of Old Japanese（ONCOJ）で使用され，国立国語研究所の共同研究プ
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アドバイザリーボードからの意見を受けながら，国際シンポジウム “Exploiting Parsed Corpora:




おいて 3 回開催した（参加者は合計 41 名，うち大学院生を含む学生 12 名）。




















































成のための調査は，今年度で 4 年目を迎え，29 年 9 月と 30 年 3 月に 3 地域の調査を実施した。




白峰方言調査報告書』（28 年度に合同調査実施）を刊行した。これらを含め，29 年度は論文 10 件，









タを使った研究発表を 5 件（国際学会 1 件，国内シンポジウム 2 件，国内講演 2 件）行なった。
日本語言語資源の包括的検索システムの構築に向けて，「日常会話コーパス」，「通時コーパス」，
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年 3 月 25 日に椎葉民俗芸能博物館と共同で市民向け講演会「暮らしをうつす椎葉の方言」（椎葉村
向山日添公民館）を開催し，調査の中間報告を行なった。
まつえ市民大学と共同で，自主企画講座「出雲弁は消えてしまうのか」（29 年 7 月 29 日，市民活
動センター）を開催し，出雲方言の特徴と継承について意見交換を行なった。また，鹿児島県沖永
良部知名町下平川小学校の方言継承学習を支援し，子どもたちの方言学習の成果発表会（29年 11月・






るハワイ大学と交流協定を締結した。その準備として，29 年 5 月 16-18 日にハワイ大学マノア校で
‘NINJAL/NMJH/UHMWorkshop Underdescribed Languages and Histories: Linguists’ and Historians’
Challenges’ を開催し，研究紹介と研究発表を行なった（機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト
「北米における日本関連在外資料調査研究・活用」と共同開催）。30 年 8 月に開催する国際シンポジ










対して新しい文字を創作する「ひらがなの成り立ち」を作成し，29 年 11 月 3 日～12 月 17 日に開催
された ATELIER MUJI「え，ほん？」展で展示を行なった。また，歴博や丹青社と共同で，可搬型












































含むものだけで論文・ブックチャプター等 8 件，研究発表・講演 45 件，コーパス・データベース等
5 件であった。
2. 共同利用・共同研究
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無償にて一般公開し，新規の申し込みユーザー数が 3,507，検索件数が 112,467 あった。
5. グローバル化
国際発信のためヨーロッパ日本研究協会（EAJS2017・リスボン）において通時コーパスのパネ
ル発表 “Construction and utilization of the Corpus of Historical Japanese: Man’yoshu and Christian
materials” を開催した。このほか，ハワイ大学マノア校で開催された研究集会，ソウルで開催された














































せ，研究を推進した。その成果の報告会としてシンポジウム『日常会話コーパス』III を 30 年 3 月
19 日に国語研で開催した。
世界における通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性について議論するために，29 年 9 月
4 日に国際シンポジウム ‘International Symposium on Diachronic Speech Corpora’ を国語研で開催した。
コーパス関係のプロジェクトや科研と合同で，29 年 9 月 8 日に合同シンポジウム「コーパスに見
る日本語のバリエーション—話者の属性—」を国語研で，30 年 3 月 18 日にシンポジウム「ことば・
認知・インタラクション」6 を東京工科大で開催し，連携を深めた。
以上の研究成果は，プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて論文 2 件，報告書・図書 1 冊，
ブックチャプター 1 件，発表・講演 30 件，データベース等 6 件として公開した。
2. 共同利用・共同研究
『日本語日常会話コーパス』のデータとして 490時間の会話の収録，94時間の転記 1次作業，41時
間の形態論情報付与を実施し，公開のための処理を終えた 50 時間のデータを 30 年 3 月にプロジェ
クトメンバーに限定公開した。
『昭和話し言葉コーパス』については，独話 25 時間について予定通り音声と同期付けた転記テキ
ストの作成を終了し，29 年 6 月にプロジェクトメンバーに限定公開した。
『BCCWJ』のうち 2419 サンプル（図書館サブコーパスの小説の 76%に相当）の会話文への話者
情報の付与を終了し，29 年 12 月にプロジェクトメンバーに限定公開した。
『国会会議録』ひまわり版に対し話者の生年情報を追加，『名大会話コーパス』中納言版に会話メタ







ス利用講習会（ひまわり・中納言の 2 コース）を 2017 年 9 月 7 日に，第 4 回コーパス利用講習会














無償にて一般公開し，新規の申し込みユーザー数が 3,507，検索件数が 112,467 あった。
5. グローバル化
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ル発表 “Construction and utilization of the Corpus of Historical Japanese: Man’yoshu and Christian
materials” を開催した。このほか，ハワイ大学マノア校で開催された研究集会，ソウルで開催された














































せ，研究を推進した。その成果の報告会としてシンポジウム『日常会話コーパス』III を 30 年 3 月
19 日に国語研で開催した。
世界における通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性について議論するために，29 年 9 月
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ブックチャプター 1 件，発表・講演 30 件，データベース等 6 件として公開した。
2. 共同利用・共同研究
『日本語日常会話コーパス』のデータとして 490時間の会話の収録，94時間の転記 1次作業，41時
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11 月 30 日と 30 年 3 月 8 日に開催し，それぞれ，21 名，24 名が参加した。
一橋大学との協定に基づき，2名の連携教授が，コーパスを活用した計量的研究の演習を担当した。
共同研究員が指導する大学生・大学院生 3 名に『日本語日常会話コーパス』の一部を提供し，うち
1 名がコーパスを活用した研究で卒業論文を執筆した。また 3 名がシンポジウム『日常会話コーパ








画し，30 年 11 月 4 日の開催に向けて準備を進めた。
5. グローバル化
29 年 9 月 4 日に国際シンポジウム ‘International Symposium on Diachronic Speech Corpora’ を国
語研講堂で開催し，英語，フィンランド語，イタリア語，フランス語，日本語を対象とする通時音声
コーパスの開発状況や研究の可能性について議論した。
30年 5月に開催される言語資源に関する国際会議 LREC（11th Language Resources and Evaluation
Conference）でワークショップ ‘Language and Body in Real Life’ を提案し，採択された。今年度は











































立てるため，NINJAL 国際シンポジウム「第 10 回日本語実用言語学国際会議（ICPLJ）」を開催し，
本プロジェクトの成果に関する研究発表を 7 件行った。シンポジウム全体としては，42 件の研究発
表が行われ，参加者は 207 名（うち国外機関所属者 38 名，学生 65 名）であった。
学習者の作文コーパスを分析した成果として研究論文集『わかりやすく書ける作文シラバス』（石
黒圭編，くろしお出版）を刊行した（2017年 12月）。また，2018年 1月 14日に，シンポジウム「新
たな作文研究のアプローチ—わかりやすく書ける作文シラバス構築を目指して—」を開催し，141名
（うち国外機関所属者 7 名，学生 28 名）の参加者を得た。
プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，プロジェクト全体で，論文 25件，図書 1冊，発表・
講演 85 件，データベース等 7 件，その他 23 件を公開・刊行した。
プロジェクト全体として，83機関（うち外国の大学・研究所は 35機関），105名の共同研究員（うち
大学院生 4名）を組織し（当初の計画では約 100名），プロジェクト非常勤研究員（PDフェロー）3名，
非常勤研究員 14 名，技術補佐員 5 名を雇用した（当初の計画では順に 3 名，約 13 名，約 3 名）。
2. 共同利用・共同研究
母語話者と学習者の自然会話コーパスである『BTSJ（Basic Transcription System for Japanese）日
本語自然会話コーパス』の構築を前年度から継続して行い，『BTSJ日本語自然会話コーパス（トラン
スクリプト・音声）2017 年版』（333 会話）を所内に先行公開するとともに，『自然会話リソースバ
ンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）』のプラットフォームを構築・改良した。また，
BTSJ に関して，活用方法講習会を国内 3 回，海外 1 回の計 4 回（参加者合計 79 名，うち国外機関
所属者 21 名，学生 37 名），シンポジウム 2 件を行った（参加者合計 57 名，うち国外機関所属者 3
名，学生 35 名）。
多言語を母語とする日本語学習者コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a
Second language）多言語母語の日本語学習者横断コーパス』の構築を前年度から継続して行い，2017
年 5 月 20 日に，検索システムである I-JAS 中納言とともに，第二次公開として 225 名分の発話デー
タおよび 158 名分の作文データを公開した。また，「第三回学習者コーパス・ワークショップ」を開
催した（参加者 81 名，うち国外機関所属者 2 名，学生 16 名）。
日本語学習者の読解コーパスとして，『日本語非母語話者の読解コーパス』と『文脈情報を用いた
日本語学習者の読解過程コーパス』を前年度から継続して構築した。構築のためのデータ収集を行
うとともに，前者は 45 件のコーパスデータ，後者は 3 名分のコーパスデータを公開した。また，後
者に関して，シンポジウム 1件を開催し（参加者 116名，うち国外機関所属者 2名，学生 29名），日
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11 月 30 日と 30 年 3 月 8 日に開催し，それぞれ，21 名，24 名が参加した。
一橋大学との協定に基づき，2名の連携教授が，コーパスを活用した計量的研究の演習を担当した。
共同研究員が指導する大学生・大学院生 3 名に『日本語日常会話コーパス』の一部を提供し，うち
1 名がコーパスを活用した研究で卒業論文を執筆した。また 3 名がシンポジウム『日常会話コーパ








画し，30 年 11 月 4 日の開催に向けて準備を進めた。
5. グローバル化
29 年 9 月 4 日に国際シンポジウム ‘International Symposium on Diachronic Speech Corpora’ を国
語研講堂で開催し，英語，フィンランド語，イタリア語，フランス語，日本語を対象とする通時音声
コーパスの開発状況や研究の可能性について議論した。
30年 5月に開催される言語資源に関する国際会議 LREC（11th Language Resources and Evaluation
Conference）でワークショップ ‘Language and Body in Real Life’ を提案し，採択された。今年度は











































立てるため，NINJAL 国際シンポジウム「第 10 回日本語実用言語学国際会議（ICPLJ）」を開催し，
本プロジェクトの成果に関する研究発表を 7 件行った。シンポジウム全体としては，42 件の研究発
表が行われ，参加者は 207 名（うち国外機関所属者 38 名，学生 65 名）であった。
学習者の作文コーパスを分析した成果として研究論文集『わかりやすく書ける作文シラバス』（石
黒圭編，くろしお出版）を刊行した（2017年 12月）。また，2018年 1月 14日に，シンポジウム「新
たな作文研究のアプローチ—わかりやすく書ける作文シラバス構築を目指して—」を開催し，141名
（うち国外機関所属者 7 名，学生 28 名）の参加者を得た。
プロジェクト共同研究員の研究成果も含めて，プロジェクト全体で，論文 25件，図書 1冊，発表・
講演 85 件，データベース等 7 件，その他 23 件を公開・刊行した。
プロジェクト全体として，83機関（うち外国の大学・研究所は 35機関），105名の共同研究員（うち
大学院生 4名）を組織し（当初の計画では約 100名），プロジェクト非常勤研究員（PDフェロー）3名，
非常勤研究員 14 名，技術補佐員 5 名を雇用した（当初の計画では順に 3 名，約 13 名，約 3 名）。
2. 共同利用・共同研究
母語話者と学習者の自然会話コーパスである『BTSJ（Basic Transcription System for Japanese）日
本語自然会話コーパス』の構築を前年度から継続して行い，『BTSJ日本語自然会話コーパス（トラン
スクリプト・音声）2017 年版』（333 会話）を所内に先行公開するとともに，『自然会話リソースバ
ンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）』のプラットフォームを構築・改良した。また，
BTSJ に関して，活用方法講習会を国内 3 回，海外 1 回の計 4 回（参加者合計 79 名，うち国外機関
所属者 21 名，学生 37 名），シンポジウム 2 件を行った（参加者合計 57 名，うち国外機関所属者 3
名，学生 35 名）。
多言語を母語とする日本語学習者コーパスである『I-JAS（International corpus of Japanese As a
Second language）多言語母語の日本語学習者横断コーパス』の構築を前年度から継続して行い，2017
年 5 月 20 日に，検索システムである I-JAS 中納言とともに，第二次公開として 225 名分の発話デー
タおよび 158 名分の作文データを公開した。また，「第三回学習者コーパス・ワークショップ」を開
催した（参加者 81 名，うち国外機関所属者 2 名，学生 16 名）。
日本語学習者の読解コーパスとして，『日本語非母語話者の読解コーパス』と『文脈情報を用いた
日本語学習者の読解過程コーパス』を前年度から継続して構築した。構築のためのデータ収集を行
うとともに，前者は 45 件のコーパスデータ，後者は 3 名分のコーパスデータを公開した。また，後
者に関して，シンポジウム 1件を開催し（参加者 116名，うち国外機関所属者 2名，学生 29名），日
II 共同研究と共同利用 25
本語教育学会 2017 年度秋季大会におけるパネル発表 1 件を行った。
オンライン日本語基本動詞辞典である『基本動詞ハンドブック』の作成を継続し，15 見出しと視
聴覚コンテンツのショートアニメ 31 点を追加公開した。また，5 件の講演を行った。
日本語学習者用のウェブ版教材について，読解教材の作成を継続するとともに，聴解教材の作成を
開始し，読解教材 3 シリーズ 10 レッスン，聴解教材 4 シリーズ 18 レッスンを公開した。
連携協定を結んでいる北京日本学研究センターと共同で，日本語習得過程に関するデータ収集を 3




一橋大学との連携協定に基づき，修士 2 名，博士 10 名の指導教員として研究論文の指導に当たった。
コーパス構築作業に 13 名の大学院生を参加させるとともに，コーパスを用いた研究の指導を行った。
プロジェクト非常勤研究員（PD フェロー）を 3 名雇用し，日本語教育研究に関する研究指導を行った。
大学院生 4 名を共同研究員としてプロジェクトに参画させた。
日本語教師セミナーを当初の計画のとおりに国内・海外で 1 回ずつ開催し（参加者合計 67 名，う
ち国外機関所属者 28 名，学生 11 名），日本語教師の研修に努めた。
4. 社会との連携及び社会貢献























































プロジェクトメンバー 19 名が公刊した論文は 40 編（うち 25 編が国外出版）であり，Journal of
East Asian Linguistics や Syntax といった専門誌に論文を公表した。また，52 件の研究発表を行い，
うち 11 件が海外での発表であった。
2017年 4月 22～23日に，The Linguistic Review の特別号を準備するための公開ワークショップを
南山大学で開催し（言語学研究センター主催），5 月 13～14 日には，日本語研究の成果を解説するコ
ロキュアムを慶應義塾大学において行った（言語文化研究所主催）。
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西大学，12月 10日：国立国語研究所），発表会・検索講習会を 1回（3月 9日：東洋大学）開催した。


























公開研究会を 3回実施（7月 30日：国立国語研究所，12月 27日：国立国語研究所，3月 15日：
28 II 共同研究と共同利用
群馬大学）した。また，第 1 回，第 3 回研究会と併せて国語教育活用ワークショップを開催した。



























































西大学，12月 10日：国立国語研究所），発表会・検索講習会を 1回（3月 9日：東洋大学）開催した。


























公開研究会を 3回実施（7月 30日：国立国語研究所，12月 27日：国立国語研究所，3月 15日：
28 II 共同研究と共同利用
群馬大学）した。また，第 1 回，第 3 回研究会と併せて国語教育活用ワークショップを開催した。



















































公開研究会（2018 年 1 月 28 日：国立国語研究所）を開催した。
「状況調査」「スキル調査」「困難点調査」について，パイロット調査に着手し，データ収集の方法
論，および，データベースの仕様について検討を行った。その成果は，専門誌投稿論文 2本，学会等
発表 9 件，招待講演 2 件として発信した。
2017年 6月に教材試作版作成に着手し，非公開研究会（7月，1月）において，内容と仕様を検討
した。
























2017 年 7 月に国立国語研究所において，国際学会 MAPLL-TCP2017 を開催し，実験語用論研究
の分野で国際的に活躍する研究者 3 名を招聘してシンポジウムを開催した。




















all-words WSD システムが期待されている。ここでは機械学習手法と手作業を併用しながら，2 つの
all-words WSD システムを構築する。一つは語義の定義として分類語彙表のコード番号を用いるも
のと，もう一つは岩波国語辞典を用いるものである。これら 2 つの all-words WSD システムを利用
して，分類語彙表と岩波国語辞典の対応表も作成する。
《2017 年度の主要な成果》
2017 年 9 月 15 日に研究発表会を茨城大学で開催し，WSD に関する議論を行った。また，最終研
究発表会を 30 年 3 月 25 日に国立国語研究所で開催した。
本プロジェクトの成果として，国際会議 PACLING-2017 及び PACLIC-31 にてそれぞれ 1 件（計
2 件）の研究発表を行った。また情報処理学会第 231 回自然言語研究会にて 1 件の研究発表を行っ
た。また言語資源活用ワークショップ（国立国語研究所）にて 2 件の研究発表を行った。
言語処理学会に技術資料を 1件投稿し，採録され『自然言語処理』の Vol.24，No.5に掲載された。
また 2018 年 3 月 12 日から 16 日に開催される言語処理学会第 24 回年次大会にて本プロジェクトの
成果として 8 件の研究発表を行った。
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2017 年 7 月に国立国語研究所において，国際学会 MAPLL-TCP2017 を開催し，実験語用論研究
の分野で国際的に活躍する研究者 3 名を招聘してシンポジウムを開催した。




















all-words WSD システムが期待されている。ここでは機械学習手法と手作業を併用しながら，2 つの
all-words WSD システムを構築する。一つは語義の定義として分類語彙表のコード番号を用いるも
のと，もう一つは岩波国語辞典を用いるものである。これら 2 つの all-words WSD システムを利用
して，分類語彙表と岩波国語辞典の対応表も作成する。
《2017 年度の主要な成果》
2017 年 9 月 15 日に研究発表会を茨城大学で開催し，WSD に関する議論を行った。また，最終研
究発表会を 30 年 3 月 25 日に国立国語研究所で開催した。
本プロジェクトの成果として，国際会議 PACLING-2017 及び PACLIC-31 にてそれぞれ 1 件（計
2 件）の研究発表を行った。また情報処理学会第 231 回自然言語研究会にて 1 件の研究発表を行っ
た。また言語資源活用ワークショップ（国立国語研究所）にて 2 件の研究発表を行った。
言語処理学会に技術資料を 1件投稿し，採録され『自然言語処理』の Vol.24，No.5に掲載された。
また 2018 年 3 月 12 日から 16 日に開催される言語処理学会第 24 回年次大会にて本プロジェクトの
成果として 8 件の研究発表を行った。













































『言語資源活用ワークショップ』（LRW2017）を開催した（2017 年 9 月 5 日～6 日，総参加者数
123名，発表件数 36件）。また併設イベントとして，国立情報学研究所データセット共同利用研究開





集として集約した（サイトアクセス数：19,076）。また，BCCWJ と CSJ での短単位の出現頻度・連
接頻度に基づく統計的言語解析モデル unidic-cwj-2.2.0 と unidic-csj-2.2.0 を構築，UniDic の 7 年ぶ
りのメジャーアップデートとして公開し，それぞれ 510件，210件のダウンロードが行われた。年度
末には Windows 向け GUI，ChaMame を同梱した unidic-cwj-2.3.0 と unidic-csj-2.3.0 を公開した。
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語話し言葉コーパス』の語彙表・語数表の整備を行った。
各種研究成果を発表した。国際論文誌 1 件，国内論文誌 5 件（技術資料 1 件含む），ブックチャプ
32 II 共同研究と共同利用
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基盤研究（A） 浅原正幸 日本語歴史コーパスに対する統語・意味情報アノテーション 5,500
基盤研究（A） 小木曽智信 日本語歴史コーパスの多層的拡張による精密化とその活用 8,300
基盤研究（A） 木部暢子 日本語諸方言コーパスの構築とコーパスを使った方言研究の開拓 6,600
基盤研究（A） 窪薗晴夫 日本語諸方言のプロソディーとプロソディー体系の類型 8,400
基盤研究（A） 迫田久美子 海外連携による日本語学習者コーパスの構築および言語習得と教育への応用 7,100
基盤研究（A） 野田尚史 読解コーパスの構築による日本語学習者の読解過程の実証的研究 9,200
基盤研究（B） 石黒圭 文脈情報を用いた日本語学習者の文章理解過程の実証的研究 1,900
基盤研究（B） 小磯花絵 コーパス言語学的手法に基づく会話音声の韻律特徴の体系化 3,200
基盤研究（B） 高田智和 字体記述のデジタル化に基づく文字規範史の定位 2,500
基盤研究（B） 田窪行則 言語使用と非言語的認知操作における空間指示枠の相関についての実験的研究 3,900
基盤研究（B） Prashant Pardeshi 統語・意味解析情報タグ付きコーパス開発用アノテーション研究：複文を中心に 2,200
基盤研究（B） 前川喜久雄 リアルタイム MRI および WAVE データによる調音音声学の精緻化 5,500
基盤研究（B） 松本曜 移動表現による言語類型：実験的統一課題による通言語的研究 2,800
基盤研究（B） 山崎誠 会話文への発話者情報の付与によるコーパスの拡張 2,600
基盤研究（C） 朝日祥之 北海道北見市常呂町居住者の方言と郷里方言との相関に関する社会言語学的研究 1,100
基盤研究（C） Alastair Butler 統辞・意味解析情報タグ付き日本語ツリーバンクからの資格意味情報の抽出と応用 900
基盤研究（C） 石本祐一 音声アシスタントとの円滑な話者交代を実現する音声言語特徴の解明 1,000
基盤研究（C） 井上文子 地域的多様性の教材としての参加型方言データベースの構築 1,300
基盤研究（C） 烏日哲 アカデミック・ライティング技術の習得を目指したピア・レスポンスの実証的研究 1,300
基盤研究（C） 大島一 ハンガリー語の周辺方言における結合の複数に関する調査研究 1,100
基盤研究（C） 籠宮隆之 実環境下を想定した聴覚補助器による非言語・パラ言語情報伝達性能評価試験の開発 1,200
基盤研究（C） 柏野和佳子 学術的文書作成のための文体差のある語の計量的分析 1,100
基盤研究（C） 近藤明日子 形態論情報付きコーパスを活用した近代日本語の位相の計量的研究 200
基盤研究（C） 田中啓行 ノートの筆記過程の分析に基づく日本語学習者の講義理解過程の実証的研究 1,600
基盤研究（C） 長崎郁 19 世紀半ば～20 世紀半ばロシア北東地域のユカギール語資料に関する言語学的研究 800
基盤研究（C） 新野直哉 近現代の新語・新用法および言語規範意識の研究 500
基盤研究（C） 飛田良文 近代小説 100 冊における外来語の研究 900
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基盤研究（C） 新野直哉 近現代の新語・新用法および言語規範意識の研究 500
基盤研究（C） 飛田良文 近代小説 100 冊における外来語の研究 900
基盤研究（C） 福永由佳 多言語環境にある外国人の日本語観と言語選択に関する研究—在日パキスタン人を中心に— 1,500
（続く）
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基盤研究（C） 藤原未雪 日本語学習者の小説読解困難点に関する実証的研究と読解支援教材開発のための研究 900
基盤研究（C） 三樹陽介 消滅の危機に瀕した八丈語の音声資料作成とその分析に関する研究 1,100
基盤研究（C） 宮嵜由美 LINE における待遇表現ストラテジーの計量的研究 500
基盤研究（C） 山口昌也 ビデオアノテーションを利用した協同型実習活動支援システムに関する研究 900
基盤研究（C） 渡辺美知子 後続要素の複雑さが言い淀みの発生に及ぼす影響についての日英語対照研究 800
挑戦的萌芽研究 大西拓一郎 方言周圏論と方言区画論の統合による新しい言語地理学の創生 1,000
挑戦的萌芽研究 野山広 基礎教育保障学の構築に向けた萌芽研究 800
挑戦的萌芽研究 Prashant Pardeshi 大規模コーパスに基づく日本語機能語の基礎研究と機能語検索ツールへの応用 900
挑戦的研究（萌芽） 石黒圭 クラウドソーシングを用いたビジネス文書のわかりやすさの言語学的研究 2,100
挑戦的研究（萌芽） 窪薗晴夫 促音（重子音）に関する学際的・国際的共同研究のためのネットワーク形成 1,800
挑戦的研究（萌芽） 高田智和 漢文訓点資料の国際文書構造記述による共有化と書き下し文自動作成のための基礎研究 1,900
挑戦的研究（萌芽） 野田尚史 日本語聴解用辞書の開発を目的とした日本語学習者の聴解実態の実証的研究 2,000
挑戦的研究（萌芽） 山崎誠 日本語研究用オントロジーの設計と開発 1,900
挑戦的研究（萌芽） 横山詔一 疫学的統計手法と人工知能学の融合活用による敬語の変化予測研究 2,400
若手研究（B） 臼田泰如 日本語語彙的複合動詞を構成する動詞の組み合わせに関する実証的・計量的研究 1,800
若手研究（B） 加藤祥 コーパスから取得しやすい情報と取得しにくい情報の研究 990
若手研究（B） 下地美日 日本方言の活格性に関する基礎的研究 1,000
若手研究（B） 原田走一郎 消滅の危機に瀕した八重山語諸方言の音声・例文付き辞書作成 1,000
若手研究（B） 藤本灯 『色葉字類抄』を中心とする本邦国語辞書収録語彙の通時的研究 1,500
若手研究（B） 三樹陽介 消滅の危機に瀕した八丈語の音声資料作成とその分析に関する研究 1,100
若手研究（B） 村山実和子 語構造情報を付与した狂言コーパスによる語形成の歴史的研究 900
若手研究（B） 山田真寛 琉球諸語の記述と復興研究のためのプラットフォーム基盤構築研究 800
研究活動スタート支援 井戸美里 構成的アプローチに基づく日本語否定極性表現の研究 900
研究活動スタート支援 大槻知世 津軽方言の談話資料を用いた複数種の対格の使用動機の究明 1,200
研究活動スタート支援 川端良子 対話コーパスに基づく指示場面における発話機能の実証的研究 700
研究活動スタート支援 南雲千香子 明治期法律用語の成立と展開 1,200
研究成果公開促進費 井上文子 日本の消滅機器言語・方言データベース 5,200
特別研究員奨励費 下地美日 方言研究と古代日本語研究の融合による日本語格配列システムの解明 1,200
特別研究員奨励費 林由華 琉球諸語および八丈語の諸方言における係り結びの類型化と機能の解明 1,200
特別研究員奨励費 松井真雪 音声パタンの共時的不均衡性と通時変化の接点 1,100
特別研究員奨励費 三樹陽介 消滅の危機に瀕する八丈語の調査・記録と談話資料の作成・公開 1,100
特別研究員奨励費 横山晶子 危機言語の継承に向けた実践的研究—琉球沖永良部語を事例に— 1,200
寄附金（2017 年度受入金額）
•「多文化・多言語社会としての日本の理解—消滅危機言語の相互理解性と世代間継承度のための客観
的尺度の創出—」（山田真寛）トヨタ財団（トヨタ財団 2015 年度研究助成プログラム）2,920 千円
•「宮古語池間方言と八重山語波照間方言における無声鼻音の研究」（林由華）鹿島学術振興財団（鹿島
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挑戦的研究（萌芽） 横山詔一 疫学的統計手法と人工知能学の融合活用による敬語の変化予測研究 2,400
若手研究（B） 臼田泰如 日本語語彙的複合動詞を構成する動詞の組み合わせに関する実証的・計量的研究 1,800
若手研究（B） 加藤祥 コーパスから取得しやすい情報と取得しにくい情報の研究 990
若手研究（B） 下地美日 日本方言の活格性に関する基礎的研究 1,000
若手研究（B） 原田走一郎 消滅の危機に瀕した八重山語諸方言の音声・例文付き辞書作成 1,000
若手研究（B） 藤本灯 『色葉字類抄』を中心とする本邦国語辞書収録語彙の通時的研究 1,500
若手研究（B） 三樹陽介 消滅の危機に瀕した八丈語の音声資料作成とその分析に関する研究 1,100
若手研究（B） 村山実和子 語構造情報を付与した狂言コーパスによる語形成の歴史的研究 900
若手研究（B） 山田真寛 琉球諸語の記述と復興研究のためのプラットフォーム基盤構築研究 800
研究活動スタート支援 井戸美里 構成的アプローチに基づく日本語否定極性表現の研究 900
研究活動スタート支援 大槻知世 津軽方言の談話資料を用いた複数種の対格の使用動機の究明 1,200
研究活動スタート支援 川端良子 対話コーパスに基づく指示場面における発話機能の実証的研究 700
研究活動スタート支援 南雲千香子 明治期法律用語の成立と展開 1,200
研究成果公開促進費 井上文子 日本の消滅機器言語・方言データベース 5,200
特別研究員奨励費 下地美日 方言研究と古代日本語研究の融合による日本語格配列システムの解明 1,200
特別研究員奨励費 林由華 琉球諸語および八丈語の諸方言における係り結びの類型化と機能の解明 1,200
特別研究員奨励費 松井真雪 音声パタンの共時的不均衡性と通時変化の接点 1,100
特別研究員奨励費 三樹陽介 消滅の危機に瀕する八丈語の調査・記録と談話資料の作成・公開 1,100
特別研究員奨励費 横山晶子 危機言語の継承に向けた実践的研究—琉球沖永良部語を事例に— 1,200
寄附金（2017 年度受入金額）
•「多文化・多言語社会としての日本の理解—消滅危機言語の相互理解性と世代間継承度のための客観
的尺度の創出—」（山田真寛）トヨタ財団（トヨタ財団 2015 年度研究助成プログラム）2,920 千円
•「宮古語池間方言と八重山語波照間方言における無声鼻音の研究」（林由華）鹿島学術振興財団（鹿島



























































































































米国議会図書館アジア部日本課が所蔵する『源氏物語』（LC Control No.: 2008427768）の桐壺か
ら夢浮橋まで全 54 巻の翻字本文（電子テキスト）を公開している。また，全 54 巻を対象とした
文字列検索も提供している。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』画像
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各年度に 2 回（7 月と 1 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。
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▶ MATSUO Ayumi（Kobe College）and Letitia NAIGLES（University of Connecticut）
“The Cues Japanese Children Use When Learning Novel Verb Meanings”
46 II 共同研究と共同利用
▶ Seth J. GOSS（Emory University）
“Influence of L1 Semantic Knowledge on Japanese Kana Recognition by Chinese Learners of Japanese”
▶ CHEN Yiting（Mie University）


















▶ Cade BUSHNELL（University of Tsukuba）
“Letting It Pass with a Smile: A Conversation Analytic Examination of Recipient Smiles and
Laughter in Multiparty L2 Interaction”
▶ YONEZAWA Yoko（The Australian National University）
“Reflecting the Fluidity of Relationships: A Study of Address Terms in Japanese – Drama Analysis
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Methods in Dialectology XVI［2017 年 8 月 7–11 日（国立国語研究所）］
8月 7日
•Plenary 1（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Paul Kerswill（University of York）
“Demography vs. identity in the formation of new urban contact dialects”
•Dialect contact 1（Chair: Dimitris Papazachariou）
▶ Liina Lindström, Maarja-Liisa Pilvik, and Kristel Uiboaed
“Pronoun omission in Estonian dialects: contact-induced changes vs. functional motivations”
▶ Carmen LeBlanc
“On dialect contact between vernaculars: levelling and shifting in North American French”
•Dialect Innovation 1（Chair: Rebecca Starr）
▶ Hui-ju Hsu
“The Influences of Taiwan Mandarin innovative variations on Taiwanese – from young people’s /iN/ variation”
▶ Chingduang Yurayong
“An innovation in the contact of North Russian and Central Veps dialects”
▶ Hajime Oshima
“Innovative Possessive Marker in the Burgenland Dialect of Hungarian in Austria”
•Geolinguistic（Chair: Akemi Yamashita）
▶ Jung-Min Li and Hsiao-feng Cheng
“A geolinguistic research of west coastal Taiwanese using “Glottogram””
▶ Hiroyuki Suzuki and Lozong Lhamo
“Where is a negative marker? A geolinguistic approach towards a grammaticalisation in Khams Tibetan”
▶ Chitsuko Fukushima
“Comparing integrated geographical distributions to grasp language changes”
•Phonetic and phonological Variation 1（Chair: Kohei Nakazawa）
▶ Jack Chambers, Erin Hall, and Mary Aksim
“Dialect Asymmetries in Vowel Perception”
48 II 共同研究と共同利用
▶ Martijn Wieling and Mark Tiede
“Dialect-specific articulatory settings”
▶ Yao Yao and Alan C.L. Yu
“An online survey of phonetic variation in Hong Kong Cantonese”
•Perceptual Dialectology（Chair: Jakob Leimgruber）
▶ Yvette Freake
“Hillbillies, Schmucks and Gangsters: A Perceptual Dialectology Study of the Greater Toronto Area”
▶ Aya Inoue
“Analyzing variation in perception grammar of non-standard languages: A case of Hawai’i Creole”
•Corpus-based study and beyond 1（Chair: Nynke K de Haas）
▶ Tyler Kendall, Charlie Farrington, and Jason McLarty
“Public Corpora and Research on African American Language”
▶ Martin Schweinberger
“Using Semantic Vector Space Models to investigate lexical replacement: a corpus based study of
ongoing changes in intensifier systems”
▶ Janne Bondi Johannessen, Øystein Alexander Vangsnes, Signe Laake, and Tor Åfarli
“A Multimodal Dialect Corpus”
▶ Mercedes Durham
“Dialectology in the age of facebook likes: Using questionnaires to chart change in discoursemarkers
and quotative forms”
•Workshop 1: The Spoken（Social/Regional）Dialects in Media（Organizers: Yoshiyuki Asahi, Rebecca
Starr, and Mie Hiramoto; Discussant: Momoko Nakamura）
▶ Rebecca Starr
“Investigating the suprasegmental features of ASMR, a new pan-regional, cross-linguistic register”
▶ Rika Ito
“You used dialect!: The representation of Hokkaido dialect in a Japanese anime, Silver Spoon”
▶ Mie Hiramoto and Yoshiyuki Asahi
“[V + ~te ageru] in instructor speech: Polite register as a social dialect in YouTube tutorial videos”
▶ Cindi SturtzSreetharan
“Representing dialect: Semiotic partials, saliency, and masculinity”
•Plenary 2（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Daniel Long（Tokyo Metropolitan University）
“Language Contact and Contact Languages involving Japanese”
8月 8日
•Plenary 3（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Yukari Tanaka（Nihon University）
“The “Dialect Cosplay” Phenomenon: Detaching Regional Dialects from Geographical Localities”
•Dialect contact 2（Chair: Daming Xu）
▶ Heike Wiese
















Methods in Dialectology XVI［2017 年 8 月 7–11 日（国立国語研究所）］
8月 7日
•Plenary 1（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Paul Kerswill（University of York）
“Demography vs. identity in the formation of new urban contact dialects”
•Dialect contact 1（Chair: Dimitris Papazachariou）
▶ Liina Lindström, Maarja-Liisa Pilvik, and Kristel Uiboaed
“Pronoun omission in Estonian dialects: contact-induced changes vs. functional motivations”
▶ Carmen LeBlanc
“On dialect contact between vernaculars: levelling and shifting in North American French”
•Dialect Innovation 1（Chair: Rebecca Starr）
▶ Hui-ju Hsu
“The Influences of Taiwan Mandarin innovative variations on Taiwanese – from young people’s /iN/ variation”
▶ Chingduang Yurayong
“An innovation in the contact of North Russian and Central Veps dialects”
▶ Hajime Oshima
“Innovative Possessive Marker in the Burgenland Dialect of Hungarian in Austria”
•Geolinguistic（Chair: Akemi Yamashita）
▶ Jung-Min Li and Hsiao-feng Cheng
“A geolinguistic research of west coastal Taiwanese using “Glottogram””
▶ Hiroyuki Suzuki and Lozong Lhamo
“Where is a negative marker? A geolinguistic approach towards a grammaticalisation in Khams Tibetan”
▶ Chitsuko Fukushima
“Comparing integrated geographical distributions to grasp language changes”
•Phonetic and phonological Variation 1（Chair: Kohei Nakazawa）
▶ Jack Chambers, Erin Hall, and Mary Aksim
“Dialect Asymmetries in Vowel Perception”
48 II 共同研究と共同利用
▶ Martijn Wieling and Mark Tiede
“Dialect-specific articulatory settings”
▶ Yao Yao and Alan C.L. Yu
“An online survey of phonetic variation in Hong Kong Cantonese”
•Perceptual Dialectology（Chair: Jakob Leimgruber）
▶ Yvette Freake
“Hillbillies, Schmucks and Gangsters: A Perceptual Dialectology Study of the Greater Toronto Area”
▶ Aya Inoue
“Analyzing variation in perception grammar of non-standard languages: A case of Hawai’i Creole”
•Corpus-based study and beyond 1（Chair: Nynke K de Haas）
▶ Tyler Kendall, Charlie Farrington, and Jason McLarty
“Public Corpora and Research on African American Language”
▶ Martin Schweinberger
“Using Semantic Vector Space Models to investigate lexical replacement: a corpus based study of
ongoing changes in intensifier systems”
▶ Janne Bondi Johannessen, Øystein Alexander Vangsnes, Signe Laake, and Tor Åfarli
“A Multimodal Dialect Corpus”
▶ Mercedes Durham
“Dialectology in the age of facebook likes: Using questionnaires to chart change in discoursemarkers
and quotative forms”
•Workshop 1: The Spoken（Social/Regional）Dialects in Media（Organizers: Yoshiyuki Asahi, Rebecca
Starr, and Mie Hiramoto; Discussant: Momoko Nakamura）
▶ Rebecca Starr
“Investigating the suprasegmental features of ASMR, a new pan-regional, cross-linguistic register”
▶ Rika Ito
“You used dialect!: The representation of Hokkaido dialect in a Japanese anime, Silver Spoon”
▶ Mie Hiramoto and Yoshiyuki Asahi
“[V + ~te ageru] in instructor speech: Polite register as a social dialect in YouTube tutorial videos”
▶ Cindi SturtzSreetharan
“Representing dialect: Semiotic partials, saliency, and masculinity”
•Plenary 2（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Daniel Long（Tokyo Metropolitan University）
“Language Contact and Contact Languages involving Japanese”
8月 8日
•Plenary 3（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Yukari Tanaka（Nihon University）
“The “Dialect Cosplay” Phenomenon: Detaching Regional Dialects from Geographical Localities”
•Dialect contact 2（Chair: Daming Xu）
▶ Heike Wiese
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II 共同研究と共同利用 49
▶ Akiko Okumura
“Variation and change in the Japanese velar consonant (g) in a new town”
▶ Dimitris Papazachariou, Argiris Archakis, Rania Karachaliou, and Angela Ralli
“Greek dialects as a linguistic repertoire among Greek immigrants in Canada: Dialect Performance”
▶ Yoshiyuki Asahi
“Picture brides and their Japanese dialects: Evidence from their life story interviews in Hawai’i”
•Morphosyntactic variation 1（Chair: Ruth King）
▶ Yusuke Hiratsuka and Souichiro Harada
“Adjective suﬃx variation in Kagoshima dialect”
▶ Xiaoshi Li and Robert Bayley
“Lexical Frequency and Morphosyntactic Variation: Subject Pronoun Use in Mandarin Chinese”
▶ Izumi Konishi
“Object markers in Japanese dialects: focusing on the factor of adjacency to verbs”
•Language contact 1（Chair: Miriam Meyerhoﬀ）
▶ Susanne Wagner
“Pretty darn amazing, pretty awesome or just pretty good? From compromiser to booster and
beyond—pretty and its adjectival collocates in Englishes world-wide”
▶ Eva Kuske
“The Inﬂuence of American English on Guam English”
▶ Sara Lynch
“The Inﬂuence of Static and Mobile Language Contact on an Emerging Paciﬁc English”
▶ Kazuko Matsumoto
“Social embedding of linguistic change in progress in adolescent Palauan English”
•Workshop 2: Implicitness and experimental methods in language variation（Organizers: Laura Rosseel
and Stefan Grondelaers）
▶ Laura Rosseel and Stefan Grondelaers
“Introduction”
▶ Robert McKenzie
“Implicit and explicit evaluations of Northern English and Southern English speech in England:
Implications for the measurement of language attitude change and investigation of language change in progress”
▶ Christoph Purschke
“Tapping practical relevance in artiﬁcial situations. Evaluation routines and sociolinguistic experiments”
▶ Gitte Kristiansen and Jesús Martin Tévar
“Measuring the strength of factors on the implicitness-explicitness continuum”
▶ Andrew J. Pantos
“Implicitness, automaticity, and consciousness: Are they related and how do we measure them?”
▶ Eric McCready and Gregoire Winterstein
“Eﬀects of Implicit Attitudes on Epistemic Credibility”
▶ Zoe Adams
“The persuasiveness of British accents in enhancing parental self-eﬃcacy towards children’s oral health”
▶ Laura Rossee
“The relational responding task（RRT）: a novel approach to measuring social meaning of language variation”
50 II 共同研究と共同利用
▶ Dennis R. Preston
“Implicitness, variability, and the complexity of language regard”
•Phonetic and phonological variation 2（Chair: Martijn Wieling）
▶ Katharina Pabst, Alexah Konnelly, Melanie Röthlisberger, and Sali Tagliamonte
“The individual vs. the community: Evidence from t/d deletion in Canadian English”
▶ Naoki Hayashi
“Understanding the “Vagueness” of Accents with Acoustic Methods: A Case Study of the Eastern
Tokyo Metropolitan region”
▶ Anne-France Pinget
“Full merger in progress: evidence from Dutch labiodental fricatives”
•Lexcial variation 1（Chair: Daniel Long）
▶ Fumio Inoue
“Memory time of “father”—Area and age diﬀerences by Glottogram—”
▶ John Huisman, Asifa Majid, and Roeland van Hout
“Variation in word meaning across closely related language varieties: a look at Ryu¯kyu¯an”
▶ Dirk Geeraerts, Karlien Franco, and Dirk Speelman
“Heteronymy in dialect data: three case-studies on the inﬂuence of semantic concept features”
•Linguistic Atlas 1（Chair: Chitsuko Fukushima）
▶ Fernando Brissos
“Building an acoustic atlas from a traditional linguistic atlas: theoretical assumptions, challenges,
procedures and results”
▶ Yasuo Kumagai
“A quantitative observation of the relation among population distributions, road networks, and
dialect similiarities”
•English dialects（Chair: Jack Chambers）
▶ Beat Glauser
“The ‘Great Vowel Shift’ again: the evidence of the traditional Northern dialects”
▶ Rob Penhallurick
“On Writing the History of the Study of English Dialects”
▶ Heinrich Ramisch
“Joseph Wright’s English Dialect Dictionary as an electronic research tool”
•Methods 1（Chair: Kenjiro Matsuda）
▶ Miriam Meyerhoﬀ
“Oral histories and sociolinguistic data collection”
▶ Sheila Embleton, Dorin Uritescu, and Eric S. Wheeler
“Metadata for Analyzing Geolinguistic Variation”
▶ Melissa Farasyn and Anne Breitbarth
“New methods for Middle Low German dialect research”
•Poster Presentation
▶ Irantzu Epelde
“Dialect contact in a Basque valley”
II 共同研究と共同利用 51
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▶ Dominique Hess
“Challenges in a variationist sociolinguistic analysis of a newly emerging contact variety of English”
▶ Mateusz Maselko
“Syntactic variation in the German minority dialect Riograndese Hunsrik”
▶ Chen Shen
“You have Sheﬃeld vowels: Dialect acquisition in second language—A preliminary study”
▶ Chie Yamane-Yoshinaga and Megumi Kukita
“Dialect usage of residents in Hansen’s disease（Leprosy）sanatoriums”
▶ Shinsuke Kishie, Razaul Faquire, Yukako Sakoguchi, Nanami Shiokawa, and Yukichi Shimizu
“East-West Opposition with Regard to the Negative Form of Verb in Japan”
▶ Kaori Ototake
“Distribution of Particles ka, ja, and zo in Interrogatives in Sanuki Dialect”
▶ Max Sondag, Thom Castermans, Bettina Speckmann, and Martijn Wieling
“Advanced mapping in dialectometry”
▶ Rika Yamashita
“Emerging use of ‘Nanodesu’ by ﬁctional characters and girl idols on SNS”
▶ Kevin Heﬀernan
“The diﬀusion of lexical bundles from an urban center to a rural community in Japan”
▶ Mihoko Kubota
“Diﬀerent Paths in the Acquisition of Japanese Negative Words Meaning Prohibition: Dame in the
Standard Form and Akan in the Western Dialect”
▶ Watit Pumyoo
“Classiﬁcation of Early Written Tai Dialects; a Matter of Socio-Politic Factors”
▶ Briana VanEpps
“Gender assignment in the Jämtlandic dialect of Swedish”
8月 9日
•Dialect Innovation 2（Chair: Kevin Heﬀernan）
▶ Ewa Ciszek-Kiliszewska
“Innovative Late Middle English dialectology of the preposition and adverb beyond”
▶ Jos Swanenberg
“Does dialect loss give more or less variation? On language creativity and dialect leveling”
▶ Wilkinson Daniel Wong Gonzales
“Typological features of mixed languages: A case study of Hokaglish”
•Geolinguistics 2（Chair: Yasuo Kumagai）
▶ Curdin Derungs, Adrian Leeman, and Luca Scherrer
“A tool for measuring spatial saturation in large-scaled ialectological survey data”
▶ Alexandre Nobajas
“Automatic Isogloss Maps from Twitter Data: The Catalan Case”
•Morphological and syntactic variation（Chair: Shunsuke Ogawa）
▶ Ruth King and Carmen LeBlanc
“A Comparative Study of Subject-Verb Agreement in Subject Relative Clauses in Acadian French:
The Interplay of internal and External Factors”
52 II 共同研究と共同利用
▶ Christa Schneider
“Numeral Gender in Bernese German”
•Workshop 3: Beyond the well-known: current foci and issues in research on intensiﬁcation
（Organizer: Susanne Wagner）
▶ Tine Breban
“Collocational expansion and semantic generalization: the development of adjectives ending in -y
into intensiﬁers”
▶ Belen Mendez-Naya
“Of right heirs and right idiots: A historical account of the intensifying adjective right”
▶ Cathleen Waters
“Very diﬀerent and most important: Examining lexical patterns in degree modiﬁcation”
▶ Sali Tagliamonte
“Into the hinterlands: Probing urban to rural diﬀusion in intensiﬁer variation”
•Dialect Contact 3（Chair: Paul Kerswill）
▶ Grace Chong
“Singapore Mandarin as a new dialect: the case of beneﬁciary usage of gen”
▶ Björn Lundquist and Øystein Vangsnes
“Using eye tracking to assess separation of grammars in bi-dialectal speakers”
▶ Hannah Hedgard
“Linguistic Upheaval on a Speck in the Ocean: The Development of English on the Cocos Islands”
•Real-time（Chair: Tyler Kendall）
▶ Marjatta Palander
“Change in spoken Finnish: the dialect of 7-year-olds of two generations”
▶ Brian Jose
“A Real-Time Perspective on the Southern Vowel Shift in Kentuckiana”
▶ Stephen Levey and Heike Pichler
“Revisiting Transatlantic Relatives: Evidence from British and Canadian English”
•Mutual Intelligibility（Chair: Rika Ito）
▶ Charlotte Gooskens and Cindy Schneider
“Measuring mutual intelligibility between language varieties of northern Pentecost Island, Vanuatu”
▶ Hanna-Ilona Härmävaara
“Naturally occurring conversations as data for studying questions related to mutual intelligibility”
▶ Tekabe Feleke
“The similarity and Mutual Intelligibility between Amharic and Tigrigna Varieties”
8月 10日
•Plenary 4（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Jeﬀ Siegel （University of New England）
“Acquisition and dialect change: An overview”
•Dialect contact 4（Chair: Cindi Sturtz Sreetharan）
▶ Ichiro Ota
“Sociolinguistic Representation of Code choice and Code-Switching in a Japanese TV Drama”
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▶ Dominique Hess
“Challenges in a variationist sociolinguistic analysis of a newly emerging contact variety of English”
▶ Mateusz Maselko
“Syntactic variation in the German minority dialect Riograndese Hunsrik”
▶ Chen Shen
“You have Sheﬃeld vowels: Dialect acquisition in second language—A preliminary study”
▶ Chie Yamane-Yoshinaga and Megumi Kukita
“Dialect usage of residents in Hansen’s disease（Leprosy）sanatoriums”
▶ Shinsuke Kishie, Razaul Faquire, Yukako Sakoguchi, Nanami Shiokawa, and Yukichi Shimizu
“East-West Opposition with Regard to the Negative Form of Verb in Japan”
▶ Kaori Ototake
“Distribution of Particles ka, ja, and zo in Interrogatives in Sanuki Dialect”
▶ Max Sondag, Thom Castermans, Bettina Speckmann, and Martijn Wieling
“Advanced mapping in dialectometry”
▶ Rika Yamashita
“Emerging use of ‘Nanodesu’ by ﬁctional characters and girl idols on SNS”
▶ Kevin Heﬀernan
“The diﬀusion of lexical bundles from an urban center to a rural community in Japan”
▶ Mihoko Kubota
“Diﬀerent Paths in the Acquisition of Japanese Negative Words Meaning Prohibition: Dame in the
Standard Form and Akan in the Western Dialect”
▶ Watit Pumyoo
“Classiﬁcation of Early Written Tai Dialects; a Matter of Socio-Politic Factors”
▶ Briana VanEpps
“Gender assignment in the Jämtlandic dialect of Swedish”
8月 9日
•Dialect Innovation 2（Chair: Kevin Heﬀernan）
▶ Ewa Ciszek-Kiliszewska
“Innovative Late Middle English dialectology of the preposition and adverb beyond”
▶ Jos Swanenberg
“Does dialect loss give more or less variation? On language creativity and dialect leveling”
▶ Wilkinson Daniel Wong Gonzales
“Typological features of mixed languages: A case study of Hokaglish”
•Geolinguistics 2（Chair: Yasuo Kumagai）
▶ Curdin Derungs, Adrian Leeman, and Luca Scherrer
“A tool for measuring spatial saturation in large-scaled ialectological survey data”
▶ Alexandre Nobajas
“Automatic Isogloss Maps from Twitter Data: The Catalan Case”
•Morphological and syntactic variation（Chair: Shunsuke Ogawa）
▶ Ruth King and Carmen LeBlanc
“A Comparative Study of Subject-Verb Agreement in Subject Relative Clauses in Acadian French:
The Interplay of internal and External Factors”
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▶ Christa Schneider
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▶ Tine Breban
“Collocational expansion and semantic generalization: the development of adjectives ending in -y
into intensiﬁers”
▶ Belen Mendez-Naya
“Of right heirs and right idiots: A historical account of the intensifying adjective right”
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▶ Sali Tagliamonte
“Into the hinterlands: Probing urban to rural diﬀusion in intensiﬁer variation”
•Dialect Contact 3（Chair: Paul Kerswill）
▶ Grace Chong
“Singapore Mandarin as a new dialect: the case of beneﬁciary usage of gen”
▶ Björn Lundquist and Øystein Vangsnes
“Using eye tracking to assess separation of grammars in bi-dialectal speakers”
▶ Hannah Hedgard
“Linguistic Upheaval on a Speck in the Ocean: The Development of English on the Cocos Islands”
•Real-time（Chair: Tyler Kendall）
▶ Marjatta Palander
“Change in spoken Finnish: the dialect of 7-year-olds of two generations”
▶ Brian Jose
“A Real-Time Perspective on the Southern Vowel Shift in Kentuckiana”
▶ Stephen Levey and Heike Pichler
“Revisiting Transatlantic Relatives: Evidence from British and Canadian English”
•Mutual Intelligibility（Chair: Rika Ito）
▶ Charlotte Gooskens and Cindy Schneider
“Measuring mutual intelligibility between language varieties of northern Pentecost Island, Vanuatu”
▶ Hanna-Ilona Härmävaara
“Naturally occurring conversations as data for studying questions related to mutual intelligibility”
▶ Tekabe Feleke
“The similarity and Mutual Intelligibility between Amharic and Tigrigna Varieties”
8月 10日
•Plenary 4（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Jeﬀ Siegel （University of New England）
“Acquisition and dialect change: An overview”
•Dialect contact 4（Chair: Cindi Sturtz Sreetharan）
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▶ Xuan Wang
“The interplay between explicit awareness and individual speakers’ attitude in dialect contact”
▶ Andres Enrique-Arias
“On the emergence of contact varieties: the Spanish of Mallorca from a historical perspective”
▶ Stephen Laker
“The definite article in Frisian and neighbouring dialects from an areal and contact perspective”
•Attitude（Chair: Dennis Preston）
▶ Laura Rosseel, Dirk Geeraerts, and Dirk Speelman
“Measuring language attitudes in context: exploring the possibilities of the P-IAT. A case study on
regional varieties of Dutch in Belgium”
▶ Susan Fox and Ruth Kircher
“The role of attitudes in the innovation and spread of Multicultural London English”
▶ Jakob Leimgruber
“Local bilingualism and global connectedness: New Montrealers’ language attitudes and repertoires”
▶ James Major
“Perceptual Dialectology in Japanese-English video game translations”
•Variables（Chair: Mie Hiramoto）
▶ Keiko Hirano and David Britain
“Accommodation and Social Networks: Grammatical Variation among Expatriate English Speakers”
▶ Karen Corrigan
““They’re not proud of the fact that they’re not from here”: Acquiring Northern Irish English as
linguistic camouflage”
▶ Tyler Kendall and Charlotte Vaughn
“Sociolinguistic variables and internal constraints from a listener perspective”
▶ Adina Staicov
“Ethnicity and morphosyntactic variation: Indexing identity in San Francisco Chinatown”
•Workshop 3: Beyond the well-known: current foci and issues in research on intensification
（Organizer: Susanne Wagner）
▶ Ulrike Stange
“Beyond adjectives—So going to in the SOAP corpus”
▶ Martin Schweinberger
“Modelling intensification in New Zealand English data”
▶ Susanne Wagner and Ulrike Stange
“Beyond the intensifier: the importance of 2-grams in adjective intensification”
•Dialect Innovation 3（Chair: Karen Corrigan）
▶ Yuhan Lin
“Constructing a new linguistic self: Stylistic variation in a second dialect”
▶ Gerard Van Herk and Ismar Muhic
“Who’s “urban” in Newfoundland?”
▶ Matthias Hahn
“Between process and product: regional reduction strategies in German ‘standard-in-use’-varieties”
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•Language Change 1（Chair: Fumio Inoue）
▶ Salvatore Carlino
“The state of dialect usage and transmission in Iheya”
▶ Fnu Dawazhuoma
“Principal reasons for the formation of language diﬀerences in Minyag Ganzi (Sichuan, China)”
▶ Kazuko Tanabe
“An analysis of Japanese honoriﬁc usage succession at home through Mixed Methods Research”
•Dialect resource（Chair: Charlotte Gooskens）
▶ Amelie Dorn and Caitlin Gura
“Participatory Cultural Lexicography Innovating a dialectal dictionary by applying an Open
innovation in science approach. The example of exploreAT!”
▶ Motoei Sawaki, Chitsuko Fukushima, and Yumi Nakajima
“Making a tagged dialect corpus using a computer: Verbal conjugation can be automated”
▶ Harumi Mitsui, Kanetaka Yarimizu, and Motoei Sawaki
“The structure of diversiﬁed language usage in metropolitan Tokyo: Analyses using large-scale data
base for word accent”




“Reconsideration of blending change”
▶ Akihiko Shibahara
“Dialect distribution and topography”
▶ Yuji Kawaguchi, Ray Iwata, and Seiichi Naka
“Item-based contrastive map: Potato in French, Chinese and Japanese”
▶ Takuichiro Onishi and Yuji Kawaguchi
“Problems of standardization: Japanese and French”
•Methods 3（Chair: Kuniyoshi Kataoka）
▶ Hiroto Ueda
“Unilateral Correspondence Analysis: Applied to Spanish linguistic data in space and time”
▶ Bror-Magnus Strand
“The roleplaying variety of Northern Norwegian preschool children”
▶ Stefano De Pascale and Stefania Marzo
“Token-based Vector Space Models as semantic control for lectometric research in lexical variation”
•Corpus-based studies and beyond 2（Chair: Sali Tagliamonte）
▶ Nobuko Kibe, Kumiko Sato, Taro Nakanishi, and Kohei Nakazawa
“Corpus based study of Japanese dialects: Regional diﬀerences in case marking system”
▶ Chihkai Lin
“Pazeh-Kaxabu Aﬃnity Revisited: from a corpus-based approach”
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innovation in science approach. The example of exploreAT!”
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“Making a tagged dialect corpus using a computer: Verbal conjugation can be automated”
▶ Harumi Mitsui, Kanetaka Yarimizu, and Motoei Sawaki
“The structure of diversiﬁed language usage in metropolitan Tokyo: Analyses using large-scale data
base for word accent”




“Reconsideration of blending change”
▶ Akihiko Shibahara
“Dialect distribution and topography”
▶ Yuji Kawaguchi, Ray Iwata, and Seiichi Naka
“Item-based contrastive map: Potato in French, Chinese and Japanese”
▶ Takuichiro Onishi and Yuji Kawaguchi
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•Methods 3（Chair: Kuniyoshi Kataoka）
▶ Hiroto Ueda
“Unilateral Correspondence Analysis: Applied to Spanish linguistic data in space and time”
▶ Bror-Magnus Strand
“The roleplaying variety of Northern Norwegian preschool children”
▶ Stefano De Pascale and Stefania Marzo
“Token-based Vector Space Models as semantic control for lectometric research in lexical variation”
•Corpus-based studies and beyond 2（Chair: Sali Tagliamonte）
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▶ Eveline Wandl-Vogt, Amelie Dorn, Roberto Barbera, and Davor Davidovic
“Cloud Computing, Open Science, Data Analytics Towards new research paradigms for Bavarian
dialectology in using advanced research infrastructures. DARIAH-Competence center in a nutshell”
•Language change 2（Chair: Susanne Wagner）
▶ Niina Kunnas and Liisa Mustanoja
“Changing nature of idiolects in the light of Bayesian analysis”
▶ Melissa Farasyn
“Apparant variation in non-restrictive relative clauses in the Middle Low German dialects”
▶ Ariane Borlongan and Robert Fuchs
“Recent diachronic change in the use of the Present Perfect and Past Tense in Philippine and Indian English”
8月 11日




“Demonstration of the Online Local Assembly Minutes”
▶ Kenjiro Matsuda
“On the birth and diﬀusion of the group language in the National Diet”
▶ Suguru Kawase
“Regional diﬀerences in the conjunctives in the minutes of local assemblies”
▶ Hitoshi Nikaido
“Speech style in the Fukuoka Prefectural Assembly”
•Methods 2（Chair: James Walker）
▶ Péter Jeszenszky, Curdin Derungs, and Robert Weibel
“Automatically detecting boundaries and transition zones in swiss german morpho-syntactic variation”
▶ Robert Fuchs
“The importance of dialect, age, gender and social class in the sociolinguistics of intensiﬁer usage”
•English dialects 2（Chair: Heinrich Ramisch）
▶ Nynke de Haas
“The Northern Subject Rule in Middle English dialects: individual syntactic constructions”
▶ Nicole Eberle
“Bermudian English: Origins and Typological Aﬃnities”
•Methods 3（Chair: Laura Rosseel）
▶ Eveline Wandl-Vogt, Barbara Piringer, Davor Ostojic, Ksenia Zaytseva, Lukas Mörtl, Heimo Rainer,
Alisa Goikhman, and Roberto Theron
“Innovation through Cooperation Designing Collaborative Ecosystems on the example of “Biodi-
versity and Linguistic Diversity: A Collaborative Knowledge Discovery Environment””
▶ Nanna Haug Hilton, Adrian Leemann, and Charlotte Gooskens
“Crowd-sourcing Variation in Minority Languages: Illustrated with Frisian”
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•Language contact 2（Chair: Marjatta Palander）
▶ Helka Riionheimo
“How do young Finns perceive foreign inﬂuence? Folk linguistic recognition test as a contact linguistic tool”
▶ Malcah Yaeger-Dror and Moshe Dror
“Variation Triggered by Language Contact: a Game Theoretical Perspective”
•Language contact 3（Chair: Mercedes Durham）
▶ Bhim Lal Gautam
“Changes in language attitude through contact: A case study of Newar in Kathmandu valley”
▶ Tobias Leonhardt
“Kiribati and the outside: About language contact in a remote and isolated Paciﬁc island nation”
•Phonetic and Phonological Variation 3（Chair: Takuichiro Onishi）
▶ Henna Massinen
“Contact-induced Phonological Variation in Border Karelian Dialect”
▶ Masako Fujimoto and Shigeko Shinohara
“Articulatory manifestation for voiced geminates and initial geminates in Ikema Ryukuan”
▶ Sayako Uehara
“The role of vocalic outliers on the perception of sound change”
▶ James Walker
“Intersect(ING) Variables”
•Workshop 6: Synchronic transfers in Colloquial Singapore English:Case studies based on text message
data（Organizer: Jacob R. Leimgruber, Leslie Lee, and Mie Hiramoto; Discussant: Jeﬀ Siegel）
▶ Leslie Lee, Taohai Lin, and Ten Tingkai
“ Already, le, and liao: distributions and functions in ColloquialSingapore English text messages”
▶ Mie Hiramoto and Jun Jie Lim
“Sentence-ﬁnal adverbs in a corpus of Colloquial Singapore English text message data”
▶ Jakob R. E. Leimgruber, Wei Xing Change, and Magdalene Ong Wenli
“Colloquial Singapore English one and de in a corpus of WhatsApp text messages”
▶ Mie Hiramoto, Tong King Lee, and Xue Ming Jessica Choo
“The sentence-ﬁnal particle sia in a corpus of Colloquial Singapore English text message data”
•Plenary 5（Chair: Yoshiyuki Asahi）
▶ Daming Xu（University of Macao）
“Demystifying the sociocultural identities of language and dialect”
Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing
［2017 年 12 月 9–10 日（国立国語研究所）］
12月 9日
•Opening remarks: Yukinori Takubo（NINJAL）
•Session 1（Chair: Kei Yoshimoto（Tohoku University））
▶ Susan Pintzuk（University of York）
“Adding linguistic information to parsed corpora”
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Exploiting Parsed Corpora: Applications in Research, Pedagogy, and Processing
［2017 年 12 月 9–10 日（国立国語研究所）］
12月 9日
•Opening remarks: Yukinori Takubo（NINJAL）
•Session 1（Chair: Kei Yoshimoto（Tohoku University））
▶ Susan Pintzuk（University of York）
“Adding linguistic information to parsed corpora”
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▶ Alastair Butler, Stephen Wright Horn, and Iku Nagasaki（NINJAL）
“Seeding lexical semantics: resources using parsed corpora”
•Session 2（Chair: Yusuke Kubota（University of Tsukuba））
▶ Sean Wallis（University College London）
“Exploiting parsed corpora in grammar teaching”
▶ Liesbeth Augustinus（KU Leuven）
“Using parallel treebanks for comparative syntax with Poly-GrETEL”
•Posters
▶ Gerard Kempen（Max Planck Institute for Psycholinguistics）and Karin Harbusch（Universität Koblenz-Landau）
“Verb frequency as a sentence-production factor modulating historical Object-Verb to Verb-Object
changes in West-Germanic languages”
▶ Zhen Zhou（Tohoku University）
“Analysis of Chinese noun phrase: On the diﬀerence between topic and subject”
▶ Seonmin Park（KAIST）
“Corpus-driven approach for vocabulary variation and sentence complexity in medicine journal articles”
▶ Kevin Heﬀernan（Kwansei Gakuin University），Yusuke Imanishi（Kwansei Gakuin University），
Masaru Honda（Kwansei Gakuin University），and Yo Sato（Satama Language Services, England）
“Case particle omission correlates with the object syntactic complexity: Evidence from the Corpus
of Kansai Vernacular Japanese”
▶ YooLaeKim（DonggukUniversity），JaejunKim（DonggukUniversity），and Sanghoun Song（Incheon
National University）
“Metaphorical usage with the expression ‘love’ in Learner Corpus”
▶ Susanne Miyata（Aichi Shukutoku University）and Alastair Butler（NINJAL）
“Developing a model of typical Japanese grammar development: The role of parsed corpora and
parsing programs”
▶ Sanghoun Song（Incheon National University）
“Analyzing the unanalyzable: Creation of the error-production rules”
▶ Alastair Butler（NINJAL）and Stephen Wright Horn（NINJAL）
“Treebank Semantics parsed corpus series”
▶ Yumiko Kinjo（NINJAL）and Iku Nagasaki（NINJAL）
“The -te aru construction in context: A corpus-based study of Standard Japanese”
▶ Ayaka Suzuki（NINJAL）and Misato Ido（NINJAL）
“Examples of using the NPCMJ Corpus for theoretical linguistic studies”
▶ Wataru Okubo（Tokyo University of Foreign Studies / NINJAL）
“Extracting complex expressions from a parsed corpus through post-processing techniques”
12月 10日
•Session 3（Chair: Alastair Butler（NINJAL））
▶ Kei Yoshimoto（Tohoku University）and Akiko Takahashi（Miyagi University of Education）
“Exploiting coreferential information in NPCMJ for L2 reading of Japanese texts”
▶ Nianwen Xue（Brandeis University）
“Building a Chinese AMR SemBank with Word-Concept Alignment”
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•Session 4（Chair: Iku Nagasaki（NINJAL））
▶ Yusuke Kubota（University of Tsukuba）and Ai Kubota（ex-NINJAL）
“A case study on the Coordinate Structure Constraint in Japanese”
▶ Hideki Kishimoto（Kobe University）and Prashant Pardeshi（NINJAL）
“Parsed corpus as a source for testing generalizations in Japanese syntax”
•Session 5（Chair: Hideki Kishimoto（Kobe University））
▶ YAnthony Kroch and Beatrice Santorini（University of Pennsylvania）
“Evidence for two kinds of OV word order”
•Closing Remarks: Prashant Pardeshi（NINJAL）
国際シンポジウム
NINJAL-NMJH-UHM Workshop［2017 年 5 月 16–18 日（ハワイ大学マノア校）］
5月 16日











“The making of the digital museum of Nishihara, Miyako Island” [introduced by Timothy Vance]
•Session 1: Endangered languages in Ryukyu and Japan（Session chair: Yukinori Takubo）
▶ Nobuko Kibe（NINJAL）
“Outline of ‘Endangered Languages and Dialects in Japan’: NINJAL’s research project”
▶ Soichiro Harada（NINJAL）
“Making dialect records on a small island of Okinawa and doing linguistic research through it”
▶ Kumiko Sato（NINJAL）
“Variation of Japanese dialects in CJD”
•Keynote Talk 2
▶ Shoichi Iwasaki（UCLA）
“Which language(s) to be saved? – a Ryukyuan context” [introduced by Yukinori Takubo]
5月 17日
•Session 2: Language Documentation and Conservation at UHM（Session chair: Kamil Deen）
▶ Bradley McDonnell（Linguistics，UHM）
“On utilizing corpus and experimental methodologies in language documentation”
II 共同研究と共同利用 59
▶ Alastair Butler, Stephen Wright Horn, and Iku Nagasaki（NINJAL）
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“Verb frequency as a sentence-production factor modulating historical Object-Verb to Verb-Object
changes in West-Germanic languages”
▶ Zhen Zhou（Tohoku University）
“Analysis of Chinese noun phrase: On the diﬀerence between topic and subject”
▶ Seonmin Park（KAIST）
“Corpus-driven approach for vocabulary variation and sentence complexity in medicine journal articles”
▶ Kevin Heﬀernan（Kwansei Gakuin University），Yusuke Imanishi（Kwansei Gakuin University），
Masaru Honda（Kwansei Gakuin University），and Yo Sato（Satama Language Services, England）
“Case particle omission correlates with the object syntactic complexity: Evidence from the Corpus
of Kansai Vernacular Japanese”
▶ YooLaeKim（DonggukUniversity），JaejunKim（DonggukUniversity），and Sanghoun Song（Incheon
National University）
“Metaphorical usage with the expression ‘love’ in Learner Corpus”
▶ Susanne Miyata（Aichi Shukutoku University）and Alastair Butler（NINJAL）
“Developing a model of typical Japanese grammar development: The role of parsed corpora and
parsing programs”
▶ Sanghoun Song（Incheon National University）
“Analyzing the unanalyzable: Creation of the error-production rules”
▶ Alastair Butler（NINJAL）and Stephen Wright Horn（NINJAL）
“Treebank Semantics parsed corpus series”
▶ Yumiko Kinjo（NINJAL）and Iku Nagasaki（NINJAL）
“The -te aru construction in context: A corpus-based study of Standard Japanese”
▶ Ayaka Suzuki（NINJAL）and Misato Ido（NINJAL）
“Examples of using the NPCMJ Corpus for theoretical linguistic studies”
▶ Wataru Okubo（Tokyo University of Foreign Studies / NINJAL）
“Extracting complex expressions from a parsed corpus through post-processing techniques”
12月 10日
•Session 3（Chair: Alastair Butler（NINJAL））
▶ Kei Yoshimoto（Tohoku University）and Akiko Takahashi（Miyagi University of Education）
“Exploiting coreferential information in NPCMJ for L2 reading of Japanese texts”
▶ Nianwen Xue（Brandeis University）
“Building a Chinese AMR SemBank with Word-Concept Alignment”
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•Session 4（Chair: Iku Nagasaki（NINJAL））
▶ Yusuke Kubota（University of Tsukuba）and Ai Kubota（ex-NINJAL）
“A case study on the Coordinate Structure Constraint in Japanese”
▶ Hideki Kishimoto（Kobe University）and Prashant Pardeshi（NINJAL）
“Parsed corpus as a source for testing generalizations in Japanese syntax”
•Session 5（Chair: Hideki Kishimoto（Kobe University））
▶ YAnthony Kroch and Beatrice Santorini（University of Pennsylvania）
“Evidence for two kinds of OV word order”
•Closing Remarks: Prashant Pardeshi（NINJAL）
国際シンポジウム
NINJAL-NMJH-UHM Workshop［2017 年 5 月 16–18 日（ハワイ大学マノア校）］
5月 16日











“The making of the digital museum of Nishihara, Miyako Island” [introduced by Timothy Vance]
•Session 1: Endangered languages in Ryukyu and Japan（Session chair: Yukinori Takubo）
▶ Nobuko Kibe（NINJAL）
“Outline of ‘Endangered Languages and Dialects in Japan’: NINJAL’s research project”
▶ Soichiro Harada（NINJAL）
“Making dialect records on a small island of Okinawa and doing linguistic research through it”
▶ Kumiko Sato（NINJAL）
“Variation of Japanese dialects in CJD”
•Keynote Talk 2
▶ Shoichi Iwasaki（UCLA）
“Which language(s) to be saved? – a Ryukyuan context” [introduced by Yukinori Takubo]
5月 17日
•Session 2: Language Documentation and Conservation at UHM（Session chair: Kamil Deen）
▶ Bradley McDonnell（Linguistics，UHM）
“On utilizing corpus and experimental methodologies in language documentation”
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▶ Eva Okura（Linguistics，UHM）
“Voices from language nests: The realities of operating early childhood endangered language
revitalization programs”
▶ Ashleigh Smith（Linguistics，UHM）
“The Language Documentation Center at the University of Hawai’i Ma¯noa”
▶ Bradley McDonnell, Ryan Henke, Peter Scheulke, Ashleigh Smith, Ben Clossen, Margaret
Ransdell-Green, and Khairunnisa
“Collaborative digital language documentation methodologies in field methods”
•Poster Presentations
▶ Thomas Dougherty（Linguistics，UHM）
“What to do with initial geminates in Okinawan”
▶ David Iannucci（Linguistics，UHM）
“The Hachijo language of insular Tokyo”
▶ Micah Mizukami（Linguistics，UHM）
“Producing a Shimaguchi Musical: Language Revitalization or Preservation?”
▶ Hilson Reidpath（EALL，UHM）
“From Arakaki to Zukeran: A historical survey of Okinawan names”
▶ Justin Tanaka and Ryler Nielsen（EALL，UHM）
“Kakari-musubi in Modern Ryukyuan”
▶ Justin Tanaka and Ryler Nielsen（EALL，UHM）
“Tooshindoi: Kachaashi of Okinawa”
•Keynote Talk 3
▶ William O’Grady（Linguistics，UHM）
“Saving Jejueo: Analytic and pedagogical strategies” [introduced by Shoichi Iwasaki]
•Session 3: Revitalization（Session chair: Shoichi Iwasaki）
▶ Christianne Ono（Linguistics，UHM）
“Impacts of Ikema Language Documentation Workshops: A student’s perspective”
▶ Micah Mizukami（Linguistics，UHM）
“Revitaization on Tokunoshima: Shimaguchi in a Dialect Musical”
▶ Masahiro Yamada（NINJAL）
“Creating contents for language learning: Collaboration with language communities”
•Keynote Talk 4
▶ Mark Turin（UBC）










•Session 1: Sociolinguist’s approaches
▶ Yoshiyuki Asahi（NINJAL）
“Sociolinguistic approaches to ‘buried voices’ in Hawai’i”
▶ Daniel Long and Shun Takano（Tokyo Metropolitan U）





“Hentaigana database for education and coded character set”
▶ Toshinobu Ogiso（NINJAL）
“Introduction to the Corpus of Historical Japanese”
•Session 2: Nikkei collection manager/curator approaches
▶ Shigeru Kojima（Japanese Overseas Migration Museum）
“Rediscovering the history of Nikkeis at JOMM in Yokohama”
•Session 3: Historian’s approaches
▶ DVD presentation（Biography Hawai’i）KOJI ARIYOSHI（UHWO and UHM）
Introduction by William Puette（UHWO）
▶ Kosuke Harayama（NMJH）
“Koji Ariyoshi in the context of Japanese history”
▶ Discussion
Commentator: Dennis Ogawa（UHM）
MAPLL Satellite Workshop &国際学会 MAPLL-TCP 2017［2017 年 7 月 21–23 日（早稲田大学，国立国語研究所）］
7月 21日
▶ Hara Yurie，Sakai Hiromu（Waseda University），and Orita Naho（Tohoku University）
“Factors contributing to speakers’ choice of evidential markers in Japanese: Causal judgement and direct witness”
▶ Emmanuel Chemla（CNRS）
“Quantifier spreading”
▶ Tanaka Mikihiro（Kona Women’s University）
“The Production of Metonymic Expressions: Evidence from Priming in Japanese”
▶ Florian Schwartz（University of Pennsylvania）
“Presuppositions in quantified contexts: teasing apart factors behind variation”
▶ Ruth Filik（University of Nottingham）




“The use of classifier for predictive processing in second language Japanese”
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▶ Masahiro Yamada（NINJAL）
“Creating contents for language learning: Collaboration with language communities”
•Keynote Talk 4
▶ Mark Turin（UBC）
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“Sociolinguistic approaches to ‘buried voices’ in Hawai’i”
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Introduction by William Puette（UHWO）
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▶ Discussion
Commentator: Dennis Ogawa（UHM）
MAPLL Satellite Workshop &国際学会 MAPLL-TCP 2017［2017 年 7 月 21–23 日（早稲田大学，国立国語研究所）］
7月 21日
▶ Hara Yurie，Sakai Hiromu（Waseda University），and Orita Naho（Tohoku University）
“Factors contributing to speakers’ choice of evidential markers in Japanese: Causal judgement and direct witness”
▶ Emmanuel Chemla（CNRS）
“Quantifier spreading”
▶ Tanaka Mikihiro（Kona Women’s University）
“The Production of Metonymic Expressions: Evidence from Priming in Japanese”
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▶ Aine Ito and E. Matthew Husband（Univ. Oxford）
“How robust are eﬀects of semantic and phonological prediction during language comprehension?
A visual world eye-tracking study.”
▶ Yao-Ying Lai（Yale Univ.），David Braze（Haskins Lab.），and Maria Pinango（Yale Univ.）
“Context and semantic composition of multiple dimension representations in real-time comprehension”
▶ John Matthews，Makiko Hirakawa（Chuo Univ.），Kazue Takeda，Michiko Fukuda（Bunkyo Univ.），
Mari Umeda，Neal Snape（Gunma Pref. Univ.），and Yahiro Hirakawa（Tokyo Inst. of Tech.）
“Establishing reference with reﬂexive pronouns in the course of spoken language recognition”
•Oral Presentation 2
▶ Ruth Filik（Univ. Nottingham）
[Invited Talk] “Irony and sarcasm: Comprehension and emotional impact”
▶ Michele Burigo and Thomas Schack（Univ. of Bielefeld）
“Understanding spatial language without eye movements”
•Oral Presentation 3
▶ Agnieszka Ewa Tytus（Univ. of Mannheim）
“The Representation of the Trilingual Lexico-semantic Memory: Insights from a Translation and
Picture-recognition Tasks”
▶ Panpan Yao（Queen Mary Univ. of London）
“L2ers’ acquisition of unique-to-L2 constructions through implicit learning”
▶ Alice Foucart（UGent），Hernando Santamaria-Garcia（INCyT），and Rob Hartsuiker（UGent）
“Do you believe foreigners? Impact of a foreign accent on cognitive processes.”
•Poster Presentation 1
▶ David J. Lobina（UB）
“The Universe of the Logical Connectives in Language”
▶ Aine Ito（Univ. of Oxford），Max S. Dunn iii，and Martin J. Pickering（Univ. of Edinburgh）
“Eﬀects of language production on prediction: Word vs. picture visual world study.”
▶ Masataka Yano（Tohoku Univ./JSPS），Yui Suzuki，and Masatoshi Koizumi（Tohoku Univ.）
“The Eﬀect of Emotional State on the Processing of Morphosyntactic and Semantic Reversal
Anomalies – Evidence from a Linear Mixed-Eﬀects Modeling Analysis of Event-Related Potential –”
▶ Maria Mercedes Pinango and Yao-Ying Lai（Yale Univ.）
“A model of semantic linguistic composition under conditions of morphosyntactic underspeciﬁcation:
the case of eventive iteration construal”
▶ Masayuki Asahara（NINJAL）
“Word Familiarity Rate Estimation for ‘Word List by Semantic Principles’ – a Case Study of Adjective –”
▶ Yoko Nakano（KGU）
“Linguistic Generalization in Producing Past-Tense Verb Forms in L1 and L2 Japanese”
▶ Hirokazu Yokokawa（Kobe Univ.），Satoshi Yabuuchi（Kyoto Seika Univ.），Hisaki Satoi（Ryukoku
Univ.），Michiko Bando（Shiga Univ.），Tomoyuki Narumi（Osaka Kyoiku Univ），Ken-ichi Hashimoto
（Hyogo Univ. of Education），Mayu Hamada，Ayako Hirano（Kobe Univ.），and Yasunari Harada
（Waseda Univ.）
“Building a Database of Sentence Construction Familiarity of Japanese EFL Learners: Pilot Study”
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▶ Kiyoshi Ishikawa，Ryo Yamashita，and So Ishii（Hosei Univ.）
“Mora-based control for the length eﬀect – A self-paced reading study in Japanese –”
7月 23日
•Oral Presentation 4
▶ Tara Shashikanta（NIT Raipur）
“Loanwords dominate equivalent native words in adaptation: A study of English loanwords and
equivalent native words in Hindi”
▶ Tao Ma（SSU）
“Syntactic patterns to the semantic processing of Chinese spatial metaphors – New evidence from
latencies and ERPs –”
▶ Yohei Oseki（NYU），Yasutada Sudo（UCL），Hiromu Sakai（Waseda），and Alec Marantz（NYU）
“Inflectional Directionality in Morphological Productivity”
▶ Florian Schwartz（Univ. of Penn）
[Invited Talk] “The Time-course of Presupposition Projection – Experimental Data and Theoretical Issues –”
•Poster Presentation 2
▶ Mei Yoshimoto（Tsuda Univ.），Satoshi Nambu（Monash Univ.），and Hajime Ono（Tsuda Univ.）
“Evaluating individual reading time diﬀerences through a psychological measure”
▶ Ying Deng（Univ. of Tokyo / RIKEN）and Chie Nakamura（MIT / JSPS）
“Structural priming eﬀects in Japanese sentence production – Stronger influence of voice than word order –”
▶ Toshiyuki Yamada（Gunma Univ.）
“Why do L2 Learners Accept Ungrammatical Sentences? – A Preliminary Study –”
▶ Kazunori Suzuki（Tokyo Inst. of Tech. / JSPS），Makiko Hirakawa（Chuo Univ.），Michiko Fukuda
（Bunkyo Univ.），and Yinshi Jiang（Tokyo Inst. of Tech.）
“Comprehension and Production of Chinese Relative Clauses by Heritage Chinese Speakers”
▶ Robert Price（WKU）
“A Psycholinguistic Analysis of Activation and Selection in Multilingual Lexemic Transfer in the
Foreign Language Classroom”
▶ Revathi Suresh（EFLU）
“Processing of Casuative Structures in Malayalam”
▶ Nawasri Chonmahatrakul and Chutamanee Onsuwan（Thammasat Univ.）
“Relaxation of phonological restrictions in loanwords versus contemporary words: a case study of Thai”
▶ Julian Northbrook and Kathy Conklin（University of Nottingham）
“Formulaic sequence processing in Japanese junior high school English Learners”
▶ Mikihiro Tanaka（Konan W. Univ.）
“The production of Metonymic Expressions: Evidence from Priming in Japanese”
▶ Alice Rees and Lewis Bott（Cardiﬀ Univ.）
“A visual world priming investigation of Gricean inferences”
•Oral Presentation 5
▶ Chuyu Huang（Univ. of Tokyo / JSPS），Tzu-Yin Chen，Yuki Hirose，and Takane Ito（Univ. of Tokyo）
“The Rating Responses to Diﬀerent Violation Types of Taiwanese Tone Sandhi”
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▶ Aine Ito and E. Matthew Husband（Univ. Oxford）
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▶ Panpan Yao（Queen Mary Univ. of London）
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▶ Alice Foucart（UGent），Hernando Santamaria-Garcia（INCyT），and Rob Hartsuiker（UGent）
“Do you believe foreigners? Impact of a foreign accent on cognitive processes.”
•Poster Presentation 1
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▶ Aine Ito（Univ. of Oxford），Max S. Dunn iii，and Martin J. Pickering（Univ. of Edinburgh）
“Eﬀects of language production on prediction: Word vs. picture visual world study.”
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▶ Masayuki Asahara（NINJAL）
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▶ Toshiyuki Yamada（Gunma Univ.）
“Why do L2 Learners Accept Ungrammatical Sentences? – A Preliminary Study –”
▶ Kazunori Suzuki（Tokyo Inst. of Tech. / JSPS），Makiko Hirakawa（Chuo Univ.），Michiko Fukuda
（Bunkyo Univ.），and Yinshi Jiang（Tokyo Inst. of Tech.）
“Comprehension and Production of Chinese Relative Clauses by Heritage Chinese Speakers”
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Foreign Language Classroom”
▶ Revathi Suresh（EFLU）
“Processing of Casuative Structures in Malayalam”
▶ Nawasri Chonmahatrakul and Chutamanee Onsuwan（Thammasat Univ.）
“Relaxation of phonological restrictions in loanwords versus contemporary words: a case study of Thai”
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“A visual world priming investigation of Gricean inferences”
•Oral Presentation 5
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“The Rating Responses to Diﬀerent Violation Types of Taiwanese Tone Sandhi”
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▶ Tzu-Yin Chen，Yuki Hirose，and Takane Ito（Univ. of Tokyo）
“The prosodic information of Mandarin Tone 3 Sandhi helps disambiguate between N-N compound
and N-N coordination structure – A visual world paradigm study –”
▶ Tomoko Monou（Mejiro Univ. / Keio Univ.）and Shigeto Kawahara（Keio Univ.）
“Language and us – Insights from MyVoice –”
•Oral Presentation 6
▶ Emmanuel Chemla（CNRS）
[Invited Talk] “Conceptual alternatives”
通時音声コーパス［2017 年 9 月 4 日（国立国語研究所）］
9月 4日
▶ Opening Remarks
▶ Bas Aarts（University College London，UK）
“Exploring the grammar of spoken English using the Diachronic Corpus of Present-Day Spoken English”
▶ Marja-Liisa Helasvuo（University of Turku，Finland）
“Finnish spoken corpora: A diachronic perspective”
▶ Takehiko Maruyama（Senshu University / NINJAL，Japan）
“What’s left for diachronic research of Japanese Speech?”
▶ Alessandro Panunzi（University of Florence，Italy）
“The LABLITA Corpus of spoken Italian in diachrony: Theoretical framework, corpus design, and
a lexical comparison”
▶ Marie Skrovec（University of Orleans，France）
“A diachronic spoken corpus for French: ESLO, a variationist survey”
▶ Commentaries and discussion
Spies, Prisoners, and Farmers: The Origins of Japanese Studies at Michigan
［2017 年 11 月 29 日（ミシガン大学）］
11月 29日
•Welcome Remarks
•Panel 1: U-M’s Army Intensive Japanese Language School
Yoshiyuki Asahi（NINJAL）and Tomokazu Takada（NINJAL）；
Moderator: Erin Brightwell（University of Michigan）
•Panel 2: Japanese-Americans and the Origins of Japanese Studies at Michigan
Katsumi Nakao（J.F. Oberlin University）and Kosuke Harayama（National Museum of Japanese History）；
Moderator: Leslie Pincus（University of Michigan）
•Panel 3: The CJS Okayama Field Station
Hitomi Tonomura（University of Michigan）and Yoko Taniguchi（Senshu University）；
Moderator: Christopher Hill（University of Michigan）
•Panel 4: Reflecting on the Origins of Japanese Studies at Michigan
Ezra Vogel（Harvard University）and John Campbell（University of Michigan）；
Moderator: Kiyoteru Tsutsui（University of Michigan）
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JK 25 Workshop: Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean
［2017 年 10 月 11 日（ハワイ大学マノア校 韓国研究センター）］
▶ Taehong Cho（Hanyang University）
“Prosodic strengthening and lexical pitch accent in South Kyungsang Korean and implications for Seoul Korean”
▶ Haruo Kubozono（NINJAL）
“Secondary High Tones in Koshikijima Japanese”
▶ Junko Ito, Armin Mester（UC Santa Cruz）
“Pitch Accent and Tonal Alignment in Japanese”
▶ Sun-Ah Jun（UC Los Angeles）
“Exploring the prosody-syntax-focus interface in Yanbian Korean”
▶ Akiko Matsumori（Japan Women’s University）
“A prosodic unit and phonological process of the Miyako-jima and Tarama-jima systems in Miyako Ryukyuan”
•Poster Session
▶ Toshio Matsuura（Hokusei Gakuen University）
“Towards a typology of compound and loanword prosody in tonal dialects of Kyushu Japanese”
▶ Kohei Matsukura（University of Tokyo）
“The Syllable Structure of theAntohDialect (Fukui Prefecture) Revealed through its “Three-pattern”
Accent System”
▶ Nick Kalivoda and Jeﬀ Adler（UCSC）
“A Factorial Typology of Pitch-Accent Alignment in Japanese Dialects”
▶ Hyunsoon Kim（Hongik University）
“The eﬀect of L1 AP-initial boundary tones in Korean adaptation of Japanese plosives followed by
a H or L vowel”
▶ Stuart Davis and Young Hwang（Indiana University）
“The course of intergenerational suﬃxal accent change in English loanwords of North Kyungsang Korean”
▶ Hisao Tokizaki（Sapporo University）
“Initial accent and head-ﬁnality in Japanese”
▶ Kohei Nakazawa（Yonaguni-cho¯ Education Board）
“The Characteristics of the Accentual Unit in the Yonaguni Dialect（Okinawa Prefecture）through
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“A diachronic spoken corpus for French: ESLO, a variationist survey”
▶ Commentaries and discussion
Spies, Prisoners, and Farmers: The Origins of Japanese Studies at Michigan
［2017 年 11 月 29 日（ミシガン大学）］
11月 29日
•Welcome Remarks
•Panel 1: U-M’s Army Intensive Japanese Language School
Yoshiyuki Asahi（NINJAL）and Tomokazu Takada（NINJAL）；
Moderator: Erin Brightwell（University of Michigan）
•Panel 2: Japanese-Americans and the Origins of Japanese Studies at Michigan
Katsumi Nakao（J.F. Oberlin University）and Kosuke Harayama（National Museum of Japanese History）；
Moderator: Leslie Pincus（University of Michigan）
•Panel 3: The CJS Okayama Field Station
Hitomi Tonomura（University of Michigan）and Yoko Taniguchi（Senshu University）；
Moderator: Christopher Hill（University of Michigan）
•Panel 4: Reflecting on the Origins of Japanese Studies at Michigan
Ezra Vogel（Harvard University）and John Campbell（University of Michigan）；
Moderator: Kiyoteru Tsutsui（University of Michigan）
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JK 25 Workshop: Prosody and Prosodic Interfaces in Japanese and Korean
［2017 年 10 月 11 日（ハワイ大学マノア校 韓国研究センター）］
▶ Taehong Cho（Hanyang University）
“Prosodic strengthening and lexical pitch accent in South Kyungsang Korean and implications for Seoul Korean”
▶ Haruo Kubozono（NINJAL）
“Secondary High Tones in Koshikijima Japanese”
▶ Junko Ito, Armin Mester（UC Santa Cruz）
“Pitch Accent and Tonal Alignment in Japanese”
▶ Sun-Ah Jun（UC Los Angeles）
“Exploring the prosody-syntax-focus interface in Yanbian Korean”
▶ Akiko Matsumori（Japan Women’s University）
“A prosodic unit and phonological process of the Miyako-jima and Tarama-jima systems in Miyako Ryukyuan”
•Poster Session
▶ Toshio Matsuura（Hokusei Gakuen University）
“Towards a typology of compound and loanword prosody in tonal dialects of Kyushu Japanese”
▶ Kohei Matsukura（University of Tokyo）
“The Syllable Structure of theAntohDialect (Fukui Prefecture) Revealed through its “Three-pattern”
Accent System”
▶ Nick Kalivoda and Jeﬀ Adler（UCSC）
“A Factorial Typology of Pitch-Accent Alignment in Japanese Dialects”
▶ Hyunsoon Kim（Hongik University）
“The eﬀect of L1 AP-initial boundary tones in Korean adaptation of Japanese plosives followed by
a H or L vowel”
▶ Stuart Davis and Young Hwang（Indiana University）
“The course of intergenerational suﬃxal accent change in English loanwords of North Kyungsang Korean”
▶ Hisao Tokizaki（Sapporo University）
“Initial accent and head-ﬁnality in Japanese”
▶ Kohei Nakazawa（Yonaguni-cho¯ Education Board）
“The Characteristics of the Accentual Unit in the Yonaguni Dialect（Okinawa Prefecture）through




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」研究発表会［2017 年 6 月 9 日（国立国語研究所）］
▶ Toshiyuki Ogihara
“Japanese, English and Polish and the Typology of Tense”



















“On a tendency observed in the ordering of names in comedy duos”
▶ 那須昭夫
「ナガラ節のアクセント変異と音韻句」 “Accentual variation of Nagara-clause and phonological phrase”
▶ 松森晶子
「3 モーラのフットを持つ方言—南琉球宮古島の上地と与那覇の三型体系—」
“Ternary feet in Miyako Ryukyuan: Evidence from the three-pattern accentual systems in Uechi and Yonaha”
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▶ Yusuke Kubota and Koji Minishima
“From Keyaki to ABC: A treebank conversion project”
▶ Alastair Butler，Iku Nagasaki，Stephen Wright Horn，Susanne Miyata，Zhen Zhou，and Kei Yoshimoto
“Parsed corpus annotation (ad)ventures”
「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」研究発表会第 2回ワークショップ
［2017 年 12 月 9–10 日（国立国語研究所）］
2017年 12月 9日
▶ 奥聡
“Labeling, Scope, and Unaccusativity”
▶ 高橋真彦
“On the Optionality of Raising in the Japanese ECM Construction”
▶ 越智正男
“Nominative/Genitive Conversion and Feature Inheritance”
▶ 和泉悠
“The Semantics of NPs in NP Languages”
▶ Zeljko Boskovic
“Labeling, Scope, and Unaccusativity”
2017年 12月 10日
▶ Myung-Kwan Park
“The Syntax of Multiple Fragments in Korean: Scrambling, Overt Absorption, and Max-Elide”
▶ 杉崎鉱司
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2017年 12月 10日
▶ Myung-Kwan Park
“The Syntax of Multiple Fragments in Korean: Scrambling, Overt Absorption, and Max-Elide”
▶ 杉崎鉱司
“Children’s Knowledge about VP-ellipsis in English and Japanese”
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▶ 高野祐二
“Exploring External Merge: A New Form of Sideward Movement”
▶ 村杉恵子
“On the Acquisition of Labeling”
▶ 高橋大厚
“On the MaxElide Eﬀect in Japanese”













「統語・意味解析コーパスの開発と言語研究」研究発表会［2017 年 12 月 12 日（早稲田大学）］
ワークショップ：Research Methods for the Penn Parsed Corpora of Historical English（PPCHE）
•講師: Anthony Kroch and Beatrice Santorini
「「具体的な状況設定」から出発する日本語ライティング教材の開発」研究発表会




















































「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会［2018 年 3 月 5 日（早稲田大学）］
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▶ 高野祐二
“Exploring External Merge: A New Form of Sideward Movement”
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“Kattobase: The linguistic structure of Japanese baseball chants”

































「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会［2018 年 3 月 17 日（サンフランシスコ州立大学）］
文法研究班「名詞修飾表現」平成 29年度共同研究発表会





“The grammar of noun modification: Beyond Teramura’s internal and external relations”
▶ CHUNG Sung-Yeo
“Nominal-based nominalization in Korean”
▶ Peter HOOK and Prashant PARDESHI
“Marathi’s Prenominal Noun-modifying Constructions: Their Protean Functions and Diverse Morphologies”
▶ HORIE Kaoru
“Functional utility of noun modification and nominalization relative to renyo¯ shu¯shoku setsu
（‘predicate modification clauses’）: A comparative study”
▶ MATSUMOTO Yoshiko
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「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」研究発表会［2018 年 3 月 17 日（サンフランシスコ州立大学）］
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究所で開催している。2017 年度は下記 12 件を開催した。
第 79回 2017年 4月 18日
▶ 岩﨑典子（ロンドン大学 SOAS Senior Lecturer）
「日本留学前後の英語話者の日本語力をめぐって—相互行為能力としての「話す力」を考える—」
第 80回 2017年 4月 25日
▶ Caroline HEYCOCK（エディンバラ大学教授）
“Introducing SCOSYA: The Scots Syntactic Atlas. Aims, Methodologies, Preliminary Results”
第 81回 2017年 6月 13日
▶ Andrej BEKEŠ（リュブリャーナ大学教授）
「言語単位の境界指示から見た括弧構造」
第 82回 2017年 7月 4日
▶ Amy J. SCHAFER（ハワイ大学准教授）
“Contrastive Prosody and Grammatical Aspect in Native and Non-native Reference Resolution”
第 83回 2017年 9月 19日
▶ 岡﨑友子（東洋大学教授 /国立国語研究所客員教授）
「古代日本語指示詞再考」
第 84回 2017年 10月 31日
▶ Katsue Akiba REYNOLDS（ハワイ大学名誉教授）
「歌舞伎自称詞の歴史言語学的研究—過去から現在を見る試み」
86 II 共同研究と共同利用
第 85回 2017年 11月 14日
▶ 吉本啓（東北大学教授 /国立国語研究所客員教授）
「統語・意味解析コーパス NPCMJ のアノテーション」
第 86回 2017年 12月 8日
▶ Anthony KROCH（ペンシルべニア大学教授）and Beatrice SANTORINI（ペンシルべニア大学 Senior Fellow）
“Constructing a Syntactically Annotated Corpus for Grammatical Research”
第 87回 2017年 12月 12日
▶ 松本善子（スタンフォード大学教授）
「観点を変える日本語の連体修飾構造」
第 88回 2018年 1月 16日
▶ 富岡諭（デラウェア大学教授 /外来研究員）
「条件節と主題：その類似性と相違性に関する考察」
第 89回 2018年 1月 23日
▶ 松井智子（東京学芸大学教授）
「言語的メタ表象と心理的メタ表象の発達—多言語環境で育つ子どもを例として」





よって，情報交換をおこなう場である。外部からの聴講も歓迎している。2017 年度は第 158 回から第
169 回まで，12 回開催した。
第 158回 2017年 4月 11日
▶ 石本祐一（コーパス開発センター特任助教），高田智和（言語変化研究領域 /研究情報発信センター准教授）
「研究資料室所蔵音源データベース」




第 160回 2017年 6月 6日
▶ 山田真寛（IR 推進室特任助教)，中川奈津子（日本学術振興会特別研究員（PD）/千葉大学）
「「言語復興の港」プロジェクト」
第 161回 2017年 6月 20日
▶ 近藤明日子（コーパス開発センタープロジェクト非常勤研究員）
「近代文語文における一人称代名詞の通時的変化」
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第 163回 2017年 7月 25日
▶ 今村泰也（日本語教育研究領域プロジェクト PD フェロー）
「基本動詞ハンドブックの開発—視聴覚コンテンツを中心に—」
第 164回 2017年 9月 12日
▶ 河合将志（IR 推進室 /大阪大学招へい研究員）
「機械学習アルゴリズムを用いたテキストデータのカテゴリー判別」
第 165回 2017年 10月 3日
▶ 熊谷学而（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
「日本語の語形成における同一性回避：実験的アプローチによる探求」
第 166回 2017年 10月 10日
▶ 井戸美里（理論・対照研究領域プロジェクト PD フェロー）
「「ハの後接」から見るとりたて詞の否定呼応現象」
第 167回 2017年 11月 7日
▶ 越智綾子（日本語教育研究領域プロジェクト非常勤研究員）
「日本語のムードを文法記述する—選択体系機能言語学の観点から」
第 168回 2017年 12月 26日
▶ 岡照晃（コーパス開発センター特任助教）
「乱択アルゴリズムを使った『国語研日本語ウェブコーパス』からの UniDic新規語彙素候補の自動抽出」
第 169回 2018年 3月 20日




•第 4 回 BTSJ 活用方法講習会（国立国語研究所）
2017年 6月 10日
•第 5 回 BTSJ 活用方法講習会（国立国語研究所）
2017年 6月 24日













•第 7 回 BTSJ 活用方法講習会（国立国語研究所）
2017年 11月 1日
•統語・意味解析コーパス（NPCMJ）チュートリアル（お茶の水女子大学）
講師：Alastair Butler，Stephen Horn and Iku Nagasaki
2017年 11月 4日
•統語・意味解析コーパス（NPCMJ）チュートリアル（神戸大学）
講師：Alastair Butler，Stephen Horn and Iku Nagasaki
2018年 1月 20日
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•『言語資源活用ワークショップ』（LRW2017）を開催した（2017 年 9 月 5 日～6 日，総参加者数 123
名，発表件数 36件）。また併設イベントとして，国立情報学研究所データセット共同利用研究開発セ




おける系統・変異・多様性とその数理」シンポジウム開催（2018年 2月 2日，参加者 55名）。
▶「わかりやすい情報伝達の実現に向けた言語認知機構の解明とその工学的応用」（研究代表者：相澤彰子
（国立情報学研究所））：シンポジウム「日本語学習者はどのように文章を理解しているのか—目の動






• 自動形態素解析用辞書 UniDic の公開サイトを新設一元化し，分散していた情報をサイト内の用語集
として集約した（サイトアクセス数：19,076）。また，BCCWJと CSJでの短単位の出現頻度・連接頻
度に基づく統計的言語解析モデル unidic-cwj-2.2.0 と unidic-csj-2.2.0 を構築，UniDic の 7 年ぶりの
メジャーアップデートとして公開し，それぞれ 510 件，210 件のダウンロードがおこなわれた。年度
末には Windows 向け GUI，ChaMame を同梱した unidic-cwj-2.3.0 と unidic-csj-2.3.0 を公開した。
•『現代日本語書き言葉均衡コーパス』『日本語話し言葉コーパス』の語彙表・語数表の整備をおこなった。
• 各種研究成果を発表した。国際論文誌 1 件，国内論文誌 5 件（技術資料 1 件含む），ブックチャプ















▶ 全文検索システム『ひまわり』講習会（2017 年 9 月 7 日，参加者 9 名）
▶ オンライン検索システム『中納言』講習会（2017 年 9 月 7 日，参加者 17 名）
▶『Praat』講習会（2017 年 9 月 7 日，参加者 12 名）
▶『日本語ウェブコーパス』検索ツール『梵天』講習会（2017 年合計 13 回，参加者合計 411 名）
▶ コーパス検索系講習会（2017 年 12 月 10 日，参加者 12 名）
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• 所蔵資料数（2018 年 4 月 1 日現在）
図 書 雑 誌
日 本 語 122,747 冊 5,366 種
外 国 語 31,866 冊 525 種
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に，海外に拠点を持つ国際学会を国語研に招致している（2017 年度開催のものは 45 ページに掲載）。
3 日本語研究英文ハンドブック
言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グロイ
ター・ムートン社：ベルリン／ボストン）からの申し出により，国立国語研究所の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定に基づき，2014 年から，日本語および
日本語言語学の研究に関する包括的な日本語研究英文ハンドブック，Handbooks of Japanese Language










柴谷方良（ライス大学教授）Masayoshi Shibatani (Professor，Rice University)
影山太郎（国立国語研究所所長）Taro Kageyama (Director-General，NINJAL)
シリーズの構成（全巻英文，各巻 600–700 ページ）
Vol. 1: Handbook of Japanese Historical Linguistics
Edited by Bjarke Frellesvig, Satoshi Kinsui, and John Whitman
Vol. 2: Handbook of Japanese Phonetics and Phonology（既刊）
Edited by Haruo Kubozono
ISBN: 978-1-61451-198-4
Vol. 3: Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（既刊）
Edited by Taro Kageyama and Hideki Kishimoto
ISBN: 978-1-61451-209-7
Vol. 4: Handbook of Japanese Syntax（既刊）
Edited by Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa, and Hisashi Noda
ISBN: 978-1-61451-661-3
Vol. 5: Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
Edited by Wesley Jacobsen and Yukinori Takubo
Vol. 6: Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（既刊）
Edited by Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
ISBN: 978-1-61451-407-7
Vol. 7: Handbook of Japanese Dialects
Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
Vol. 8: Handbook of Japanese Sociolinguistics
Edited by Fumio Inoue, Mayumi Usami, and Yoshiyuki Asahi
Vol. 9: Handbook of Japanese Psycholinguistics（既刊）
Edited by Mineharu Nakayama
ISBN: 978-1-61451-121-2
Vol. 10: Handbook of Japanese Applied Linguistics（既刊）
Edited by Masahiko Minami
ISBN: 978-1-61451-183-0
Vol. 11: Handbook of the Ryukyuan Languages（既刊）
Edited by Nobuko Kibe and Tetsuo Nitta
ISBN: 978-1-61451-115-1
Vol. 12: Handbook of the Ainu Languages
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観点からフォーラムを開催している。2017 年度は，第 11 回，第 12 回を開催した。







































































• 平成 29 年度子ども霞が関見学デー（出展）［2017 年 8 月 2–3 日（文部科学省）］
IV 社会連携と広報 101
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年数回，各地で実施している。2017 年度は台湾及びアメリカでの開催を含む第 24–27 回を実施した。
受講対象：原則として，大学院学生レベル
• 大学院学生（修士課程または博士課程に在籍する者）
• 修士課程または博士課程を修了後，原則として 6 年未満の者
• 当該諸分野を専門とした職務に従事している者
• 大学院進学を目指す学部学生等
• 第 24回［2017 年 10 月 28–29 日（東呉大学（台湾））］
「日本語の音声と文法」
講師：窪薗晴夫（理論・対照研究領域教授），野田尚史（日本語教育研究領域教授）
• 第 25回［2017 年 11 月 28 日（ミシガン大学日本研究センター（アメリカ））］
「文献資料を活用した言語研究」
講師：朝日祥之（言語変異研究領域准教授），高田智和（言語変化研究領域准教授）
• 第 26回［2017 年 11 月 30 日（広島大学東広島キャンパス）］
「コーパスに基づく話し言葉の研究」
講師：小磯花絵（音声言語研究領域准教授）
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【学会等の役員・委員】日本言語学会 顧問（元会長）・評議員，日本語学会 評議員，関西言語学会 運営
委員，特定非営利活動法人言語資源協会（GSK）理事，日本国際教育支援協会 理事，文化庁文化














1. Oxford University Press との出版契約により，2013 年 12 月開催の NINJAL 国際シンポジ
ウム「日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎」をまとめた英文論文
集（Taro Kageyama, Peter Hook, and Prashant Pardeshi (eds.) Verb-Verb Complexes in Asian
Languages）の編集・査読を進めた。
2. Oxford University Press との契約により，オンライン刊行物 Oxford Research Encyclopedia
of Linguistics（http://linguistics.oxfordre.com)の Advisory Board及び Senior Editorと
して，日本語言語学の諸分野を展望する論文の編集を行った。
3. Cambridge University Pressとの契約により，Yoko Hasegawa（ed.）The Cambridge Handbook
































Yosuke Igarashi, Yukinori Takubo, Yuka Hayashi, and Tomoyuki Kubo
“Tonal neutralization in the Ikema dialect of Miyako Ryukyuan”，Haruo Kubozono and Mikio
Giriko（eds.）Tonal Change and Neutralization，pp.83–128，Mouton De Gruyter，2018.3.5.
【講演・口頭発表】
Yukinori Takubo
“The making of the digital museum of Nishihara, Miyako Island”（基調講演），NINJAL-NMJH-
UHMWorkshop: Underdescribed Languages and histories: Linguists’ and Historians’ Challenges，




Kenan Celik, Yukinori Takubo, and Rafael Núñez
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して，日本語言語学の諸分野を展望する論文の編集を行った。
3. Cambridge University Pressとの契約により，Yoko Hasegawa（ed.）The Cambridge Handbook
of Japanese Linguistics に論文 “Events and Properties in Morphology and Syntax” （2018 年
4 月出版）を寄稿した。
108 VI 教員の研究活動と成果
Japanese/Korean Linguistics Conference，University of Hawai’i at Ma¯noa，2017.10.9.
Yukinori Takubo and Masahiro Yamada
“Modal Questions and Point-of-View Shift in Korean and Japanese”，日本言語学会第 155回大会公
























会，Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 会長，日本音声学会 評議員，日本学術会議 連携会員，理化学研
究所脳科学研究センター 客員研究員，東京言語研究所 運営委員長，Oxford Studies in Phonology
and Phonetics Series（OUP）Advisory Editor，International Congress of Phonetic Sciences（ICPhS）
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Yukinori Takubo and Masahiro Yamada
“Modal Questions and Point-of-View Shift in Korean and Japanese”，日本言語学会第 155回大会公
























会，Association for Laboratory Phonology，International Phonetic Association
【学会等の役員・委員】日本言語学会 会長，日本音声学会 評議員，日本学術会議 連携会員，理化学研
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Haruo Kubozono and Mikio Giriko
Tonal Change and Neutralization，De Gruyter Mouton，2018.3.5.
《論文・ブックチャプター》
Junko Ito, Haruo Kubozono, and Armin Mester
“A prosodic account of consonant gemination in Japanese loanwords”，Haruo Kubozono（ed.）















“Postlexical tonal neutralizations in Kagoshima Japanese”，Haruo Kubozono and Mikio Giriko
（eds.）Tonal Change and Neutralization，pp.27–57，De Gruyter Mouton，2018.3.5.
Haruo Kubozono
“Bilingualism and accent changes in Kagoshima Japanese”，Haruo Kubozono and Mikio Giriko






“Prosodic evidence for syllable structure in Japanese”（基調講演，招待講演），The 13th Workshop
on Altaic Formal Linguistics，国際基督教大学，2017.5.26–28.
Haruo Kubozono
“SecondaryHigh tones inKoshikijima Japanese”，JKWorkshop on ‘Prosody andProsodic Interfaces
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国立国語研究所 PD フェロー 1 名，日本学術振興会 PD 1 名
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【職歴】神戸大学文学部 講師（2005），同 人文学研究科 講師（2007），人間文化研究機構国立国語研究










ジ），財団法人博報児童教育振興会 2005 年度第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助
成』の研究助成支援による「日・マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事
典の作成」プロジェクト報告書）
2000：The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to The Yearbook of South
Asian Languages and Linguistics 2000，“The Passive and Related Constructions in Marathi”，














Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（Handbooks of Japanese Language and Linguistics
［HJLL］Series，6），De Gruyter Mouton，2018.2.
《論文・ブックチャプター》




Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
“Introduction”，Handbook of Japanese Contrastive Linguistics（Handbooks of Japanese Language
and Linguistics［HJLL］Series，6），pp.1–14，De Gruyter Mouton，2018.2.
Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
“Transitivity in Japanese from a typological perspective”，Handbook of Japanese Contrastive
Linguistics（Handbooks of Japanese Language and Linguistics［HJLL］Series，6），pp.15–56，
De Gruyter Mouton，2018.2.
Prashant Pardeshi and Taro Kageyama
“Non-canonical constructions in Japanese: A crosslinguistic perspective”，Handbook of Japanese














“Japanese Basic Verbs Handbook: A Symbiosis of Linguistic Theory and Language Pedagogy.”，
Talk given at Department of East Asian Languages and Literatures，University of Hawaii, Manoa，
2017.10.10.
Hideki Kishimoto and Prashant Pardeshi
“Parsed corpus as a source for testing generalizations in Japanese syntax.”，NINJAL International
Symposium “Exploiting Parsed Corpora: Apllication in Research, Pedagogy and Processing”，国
立国語研究所，2017.12.9–10.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners:
A massive open online course（MOOC）on 日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk given at
the Department of Foreign Languages, Savitribai Phule Pune University，プネー大学，インド，
2018.1.22.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at the Department
of Foreign Languages, Savitribai Phule Pune University，プネー大学，インド，2018.1.22.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners:
A massive open online course（MOOC）on日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk given at the
Department of Japanese, Tilak Maharashtra Vidyapeeth, ティラク・マハラシュトラ大学，イン
ド，2018.1.23.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners: A
massive open online course（MOOC）on日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk givenABK-AOTS
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Dousoukai and Japan Foundation，チェンナイ，インド，2018.1.27.
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“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given ABK-AOTS
Dousoukai and Japan Foundation，チェンナイ，インド，2018.1.27.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners:
A massive open online course（MOOC）on 日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk given at
Institute of Modern Languages, University of Dhaka，ダッカ大学，バングラディシュ，2018.1.31.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Institute of
Modern Languages, University of Dhaka，ダッカ大学，バングラディシュ，2018.1.31.
プラシャント パルデシ，今村泰也
「基本動詞ハンドブックの取り組み」，Talk given at the Department of Modern Language, Faculty
of Humanities, University of Kelaniya，ケラニア大学，スリランカ，2018.2.20.
プラシャント パルデシ，今村泰也
「基本動詞ハンドブックの取り組み」，Talk given at the Department of Language, Faculty of Social
Sciences and Languages, Sabaragamuwa University of Sri Lanka，スリランカサバラガムワ大学，
スリランカ，2018.2.23.
Prashant Pardeshi
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Department of
East Asian Languages and Cultures, Stanford University，スタンフォード大学，アメリカ合衆国，
2018.3.16.
Peter Hook, and Prashant Pardeshi
“Marathi’s Prenominal Noun-modifying Constructions: Their Protean Functions and Diverse
Morphologies”，InternationalWorkshop: “Nominalization and Nounmodification”，San Francisco
State University，アメリカ合衆国，2018.3.17.
Prashant Pardeshi
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「意味論と語用論は近づいたか」（基調講演，招待講演），日本語用論学会第 20 回大会 ，京都，
2017.12.16–17.
Yo Matsumoto and Monica Kahumburu
“Motion event descriptions in Kiswahili: Pattern of variations in Path-coding positions，” Linguistic




Dousoukai and Japan Foundation，チェンナイ，インド，2018.1.27.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given ABK-AOTS
Dousoukai and Japan Foundation，チェンナイ，インド，2018.1.27.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners:
A massive open online course（MOOC）on 日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk given at
Institute of Modern Languages, University of Dhaka，ダッカ大学，バングラディシュ，2018.1.31.
Prashant Pardeshi and Yasunari Imamura
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Institute of
Modern Languages, University of Dhaka，ダッカ大学，バングラディシュ，2018.1.31.
プラシャント パルデシ，今村泰也
「基本動詞ハンドブックの取り組み」，Talk given at the Department of Modern Language, Faculty
of Humanities, University of Kelaniya，ケラニア大学，スリランカ，2018.2.20.
プラシャント パルデシ，今村泰也
「基本動詞ハンドブックの取り組み」，Talk given at the Department of Language, Faculty of Social
Sciences and Languages, Sabaragamuwa University of Sri Lanka，スリランカサバラガムワ大学，
スリランカ，2018.2.23.
Prashant Pardeshi
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Department of
East Asian Languages and Cultures, Stanford University，スタンフォード大学，アメリカ合衆国，
2018.3.16.
Peter Hook, and Prashant Pardeshi
“Marathi’s Prenominal Noun-modifying Constructions: Their Protean Functions and Diverse
Morphologies”，InternationalWorkshop: “Nominalization and Nounmodification”，San Francisco
State University，アメリカ合衆国，2018.3.17.
Prashant Pardeshi
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Department
of Asian Studies, Faculty of Arts, University of Ljubljana，リュブリャナ大学，スロベニア，
2018.3.26.
Prashant Pardeshi
“A gateway to strengthening linguistic skills of Japanese language teachers and advanced learners:
A massive open online course（MOOC）on 日本語学（Japanese Linguistics）”，Talk given at
Department of Asian Studies, Faculty of Arts, University of Ljubljana，リュブリャナ大学，スロ
ベニア，2018.3.26.
Prashant Pardeshi
“Japanese Basic Verbs Handbook: what is it and what does it do?”，Talk given at Department of



































“Motion event descriptions in Japanese from typological perspectives，” Prashant Pardeshi and







「意味論と語用論は近づいたか」（基調講演，招待講演），日本語用論学会第 20 回大会 ，京都，
2017.12.16–17.
Yo Matsumoto and Monica Kahumburu
“Motion event descriptions in Kiswahili: Pattern of variations in Path-coding positions，” Linguistic












【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），同 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師（1985），鹿児島大
学法文学部 助教授（1988），同 教授（1999），同 副学部長（2004），同 学部長（2006），人間文化研




【学会等の役員・委員】日本学術会議 会員，日本語学会 理事，日本音声学会 理事，日本言語学会 評議
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“Outline of ‘Endangered Languages and Dialects in Japan’: NINJAL’s research project”，NIN-
JAL/NMJH/UHMWorkshop Underdescribed Languages and Histories: Linguist’s and Historian’s
Challenges，University of Hawaii at Ma¯noa，2017.5.16–18.
Nobuko Kibe, Kumiko Sato, Taro Nakanishi, and Kohei Nakazawa








Nobuko Kibe and Hajime Oshima
“Plural Forms in Yoron-Ryukyuan”，The 25th Japanese/Korean Linguistics Conference，University
of Hawaii at Ma¯noa，2017.9.9.
【一般向けの講演・セミナーなど】
木部暢子







































・NINJAL/NMJH/UHM Workshop Underdescribed Languages and Histories: Linguist’s and Historian’s
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【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，Foundation for
Endangered Languages，関西言語学会，日本言語政策学会，日本方言研究会，日本語学会，社会言
語科学会
【学会等の役員・委員】変異理論研究会 世話人，METHODS, International steering committee member，
NWAV-AP, Steering committee member，Asia-Pacific Language Variation, Editorial board member，













































【所属学会】 International Congress for Dialectologists and Geolinguists，METHODS，Foundation for
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“Introduction: Workshop Day 3 NINJAL-NMJH-UHMWorkshop “Underdescribed languages and
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histories: linguist’s and historian’s approaches””（基調講演），Underdescribed languages and
histories: Linguist’s and Historian’s challenges，UH Manoa，2017.5.18.
Yoshiyuki Asahi
“Sociolinguistic approaches to ‘Buried voices’ inHawai‘i”，Underdescribed languages and histories:
Linguist’s and Historian’s challenges，UH Manoa，2017.5.18.
Dimitris Papazachariou, and Yoshiyuki Asahi
“Vowel deletion in the dialect of Lesvos (Northern Greece): From an acoustic analysis perspective”，
IclavE，University of Malaga，2017.6.6.
Yoshiyuki Asahi, Rebecca Starr, and Mie Hiramoto
“Innovative Dialects: The Spoken (Social/Regional) Dialects in Media”，Methods in Dialectology，
国立国語研究所，2017.8.7.
Yoshiyuki Asahi
“Picture brides and their Japanese dialects: Evidence from their life story interviews in Hawai‘i.”，
Methods in Dialectology，国立国語研究所，2017.8.8.
Yoshiyuki Asahi
“Vowel deletion in the dialect of Lesvos (Northern Greece): From an acoustic analysis perspective”，
EAJS 2017，New University of Lisbon，2017.9.1.
Yoshiyuki Asahi
“Detecting and mining biographical data from audio/audio-visual magnetic tapes: A case of the
Japanese American collections in the US”，BD 2017，Ars Electronica Center，2017.11.7.
Yoshiyuki Asahi
“Linguistic features in the Japanese phrase books during WWII”（招待講演，特別講演），Spies,


























・ 2017.7：アメリカ合衆国 カリフォルニア州 サクラメント市，在外資料調査
・ 2018.2：北海道北見市常呂町，資料調査
・ 2018.3：アメリカ合衆国 カリフォルニア州 サンタマリア市，在外資料調査
・ 2018.3：アメリカ合衆国 カリフォルニア州 シアトル市，在外資料調査
・ 2018.3：北海道北見市常呂町，資料調査
【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
・NINJAL-NMJH-UHMWorkshop: Underdescribed Languages and Histories: Linguist’s and Historian’s
Challenges（主催：University of Hawaii at Manoa，共催: 国立国語研究所，国立歴史民俗博物
館），UH Manoa，2017.5.16–18.
・Methods in Dialectology 16（主催：国立国語研究所），国立国語研究所，2017.8.7–11.
・ Spies, Prisoners, and Farmers: An origin of the Japanese Studeisat Michigan（主催：Center for
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【職歴】国立国語研究所言語行動研究部第二研究室 研究員（1988），同 情報資料研究部第二研究室 研究























“A quantitative observation of the relation among population distributions, road networks, and
dialect similiarities.”，Methods in Dialectology XVI（the 16th International Conference onMethods
in Dialectology），国立国語研究所，2017.8.8.
【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
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Harumi Mitsui, Kanetaka Yarimizu, and Motoei Sawaki
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“Revisiting Articulatory Positions of Japanese Vowels as a Function of Duration on the Basis of







・ 2017.7：国際電気通信基礎技術研究所，リアルタイム MRI による調音運動測定
・ 2017.8–2018.3：国立国語研究所，聴覚補助器による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験
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・ 2017.7：国際電気通信基礎技術研究所，リアルタイム MRI による調音運動測定
・ 2017.8–2018.3：国立国語研究所，聴覚補助器による非言語・パラ言語情報伝達に関する聴取実験























































・大学共同利用機関シンポジウム 2017 で発表，「60 音の世界」，アキバスクエア，2017.10.8.
・厚木市議来訪記念講義，「方言を研究する理由」，国立国語研究所，2017.10.27.
・ハワイ大学ヒロ校ハワイ語科教員・学生への発表，“Beginning the language revitalization in
Amami”，ハワイ大学ヒロ校，2018.2.20.



















































・大学共同利用機関シンポジウム 2017 で発表，「60 音の世界」，アキバスクエア，2017.10.8.
・厚木市議来訪記念講義，「方言を研究する理由」，国立国語研究所，2017.10.27.
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Hiratsuka Yusuke, and Harada Soichiro


















































































Hiratsuka Yusuke, and Harada Soichiro























































「日本語歴史コーパス 奈良時代編 I 万葉集」，http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/nara.html，
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「『日本語歴史コーパス 鎌倉時代編 II 日記・紀行』の公開」日本語学会 2017 年度春季大会，関
西大学，2017.5.14.
Toshinobu Ogiso
“NINJAL Demonstration: Introduction to the Corpus of Historical Japanese”，NINJAL-NMJH-
UHMWorkshop: Underdescribed Languages and Histories: Linguist’s and Historian’s Challenges，
ハワイ大学マノア校，2017.5.18.
Toshinobu Ogiso, Asuko Kondo, Yoko Mabuchi, and Noriko Hattori
“Construction of the “Corpus of Historical Japanese: Meiji-Taisho¯ Series I—Magazines””，Digital
Humanities 2017，マギル大学，2017.8.9.
Toshinobu Ogiso
“Construction and utilisation of the corpus of historical Japanese: Man’yo¯shu¯ and Christian
materials”，The 15th EAJS International Conference，リスボン新大学，2017.8.31.
Tomoaki Tsutsumi and Toshinobu Ogiso
““Web Chamame”: a morphological analysis support software using UniDic for historical Japanese










学会 第 36 回学術発表会，白石芸術大学校（韓国），2017.9.23.
鴻野知暁，小木曽智信
「『日本語歴史コーパス 奈良時代編 I 万葉集』デモンストレーション」，第 70 回萬葉学会全国大
会，山陽新聞社本社ビル「さん太ホール」，2017.10.15.
鴻野知暁，岡照晃，小木曽智信
















































オックスフォード大学大学院生 1 名（研究テーマ：「Temporal and Spatial Concepts in Japanese
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【職歴】国立国語研究所日本語教育センター第一研究室 研究員（1984），同 主任研究官（1990），同 室














































【職歴】国立国語研究所日本語教育センター第一研究室 研究員（1984），同 主任研究官（1990），同 室


















































【所属学会】日本方言研究会，日本語学会，International Society for Dialectology and Geolinguistics
（SIDG），変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研究
会，九州方言研究会，日本文芸研究会
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（SIDG），変異理論研究会，日本言語学会，日本音声学会，日本語文法学会，中日理論言語学研究
会，九州方言研究会，日本文芸研究会







































“The Relationship between Area and Human Lives in Dialect Formation”，dialekt| dialect 2.0:
























































“The Relationship between Area and Human Lives in Dialect Formation”，dialekt| dialect 2.0:




















































【職歴】国立国語研究所言語計量研究部 研究員（1984），同 言語体系研究部第一研究室 研究員（1988），
同 主任研究官（1993），同 室長（1995），独立行政法人国立国語研究所研究開発部門 第一領域 主任
研究員（2001），同 第一領域長（2003），同 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所






































「言語資源を利用した日本語研究の新展開」（招待講演），2nd International Conference of the
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研究員（2001），同 第一領域長（2003），同 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研究所






































「言語資源を利用した日本語研究の新展開」（招待講演），2nd International Conference of the




































開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究所
情報資料部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研






































































開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究所
情報資料部門 領域長（2001），同 研究開発部門 グループ長（2006），人間文化研究機構国立国語研




















































































































































































































“Hentaigana database for education and coded character set”（招待講演），NINJAL-NMJH-UHM





















“The Chinese-character Textbook at MISLS”（招待講演），Spies, Prisoners, and Farmers: The



































































“Hentaigana database for education and coded character set”（招待講演），NINJAL-NMJH-UHM





















“The Chinese-character Textbook at MISLS”（招待講演），Spies, Prisoners, and Farmers: The



















































































Akari Fujimoto and Sota Tanaka
“The Validity of Using Iroha-Jiruisho¯ to Interpret Ancient Japanese Diaries of the Male Nobility”，











































































Akari Fujimoto and Sota Tanaka
“The Validity of Using Iroha-Jiruisho¯ to Interpret Ancient Japanese Diaries of the Male Nobility”，

























































































































































































































































































“Anewmodel of final lowering in spontaneousmonologue”，Proc. INTERSPEECH2017，pp.1233–
1237，2017.8.18.
Kikuo Maekawa, Ken’ya Nishikawa, and Shu-Chuan Tseng
“Phonetic characteristics of filled pauses: a preliminary comparison between Japanese and
Chinese”，Proc. DiSS 2017，pp.41–1244，2017.8.
Kikuo Maekawa and Hiroki Mori







































・ Institute of Linguistics, Academia Sinica（中央研究院語言学研究所）, Advisory committee member
・ Speech Communication (Elsevier), Editorial board member
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Kikuo Maekawa and Hiroki Mori







































・ Institute of Linguistics, Academia Sinica（中央研究院語言学研究所）, Advisory committee member
・ Speech Communication (Elsevier), Editorial board member




































































































































































（2001），同 言語資源グループ 研究員（2006），同 主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国

































































「『ひまわり』講習会」，大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 第 3 回コーパ
ス利用講習会，国立国語研究所，2017.9.7.
山口昌也









（2001），同 言語資源グループ 研究員（2006），同 主任研究員（2008），人間文化研究機構国立国

































































「『ひまわり』講習会」，大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究 第 3 回コーパ
ス利用講習会，国立国語研究所，2017.9.7.
山口昌也
























































「第 9 章 自然な日本語の話し方の習得」，江田すみれ，堀恵子（編）『習ったはずなのに使えな
い文法』，ひつじ書房，2017.10.
石黒圭























































































「第 9 章 自然な日本語の話し方の習得」，江田すみれ，堀恵子（編）『習ったはずなのに使えな
い文法』，ひつじ書房，2017.10.
石黒圭


























































































































































































































































































































































































“New development of DPT as an interpersonal communication theory”，10th International
Symposium on Politeness，York St John University，2017.7.12–14.
宇佐美まゆみ
「NCRB（Natural Conversation Resource Bank）開発の趣旨と活用方法—自然会話教材の録画方
法と教材作成支援機能を中心として—」（特別講演），リオデジャネイロ日系協会，2017.7.22.
宇佐美まゆみ
「共同構築型自然会話リソースバンク（NCRB： Natural Conversation Resource Bank）の教材
作成支援機能及び、作成した自然会話 WEB 教材の使い方」，7th International Conference on
Computer Assisted Systems For Teaching & Learning Japanese，早稲田大学，2017.8.4–6.
宇佐美まゆみ















































「第 4回 BTSJ活用方法講習会」，国立国語研究所 日本語教育研究領域，コーパス開発センター，
国立国語研究所，2017.5.16.
宇佐美まゆみ
「第 5回 BTSJ活用方法講習会」，国立国語研究所 日本語教育研究領域，コーパス開発センター，
国立国語研究所，2017.6.10.
宇佐美まゆみ
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国立国語研究所，2017.5.16.
宇佐美まゆみ
「第 5回 BTSJ活用方法講習会」，国立国語研究所 日本語教育研究領域，コーパス開発センター，
国立国語研究所，2017.6.10.
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「第 7回 BTSJ活用方法講習会」，国立国語研究所 日本語教育研究領域，コーパス開発センター，
国立国語研究所，2017.9.9.
【研究発表会・講演会・シンポジウムなどの企画・運営】
・第 1 回 会話・談話研究シンポジウム「日本語教育の新展開（1）—談話研究の可能性—」（主
催：国立国語研究所 日本語教育研究領域，共催：言語社会心理学研究会），国立国語研究所，
2017.7.10.







・第 10 回 日本語実用言語学国際会議（ICPLJ）査読協力
・ 2018 年日本語教育国際研究大会 査読協力
・社会言語科学会 査読協力

















師会，American Association of Teachers of Japanese，Canadian Association for Japanese Language
Education
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Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa, and Hisashi Noda (eds.)
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「M-09. 文の基本的な構造（Basic Sentence Structure）」，「P-02. 日本語学（Japanese Linguistics）」，
“e-PG Pathshala: A Gateway to all Post Graduate Courses”，
https://www.youtube.com/watch?v=2axzt9BCOtw，2018.2.
野田尚史
「M-18. とりたて（Toritate: Focusing and Defocusing Words, Phrases and Clauses）」，「P-02. 日




「M-19. 主題（Topic of the Sentence）」，「P-02. 日本語学（Japanese Linguistics）」，“e-PG Pathshala:
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ルチャーセンター 朝日 JTB・交流文化塾 新宿教室 日本語教育公開講座，朝日カルチャーセン
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2011：Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and
Knowledge Engineering
2010：The Best Paper Award of the SMBM2010（the Fourth International Symposium on Semantic
Mining in Biomedicine）
2008：言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞






















“Word Familiarity Rate Estimation for ‘Word List by Semantic Principles’—a Case Study of
Adjective—”，Mental Architecture for Processing and Learning of Language（MAPLL）and Tokyo
186 VI 教員の研究活動と成果
Conference on Psycholinguistics（TCP）2017，2017.7.
Takuya Miyauchi, Masayuki Asahara, Natsuko Nakagawa, and Sachi Kato
“Annotation of Information Structure on “The Balanced Corpus of Contemporary Written
Japanese””，Proceedings of PACLING 2017, the 15th International Conference of the Pacific
Association for Computational Linguistics，pp.166–175，2017.8.
Masayuki Asahara, Nao Ikegami, Yutaka Hara, Sachi Kato, and Tai Suzuki
“Annotation of ‘Word List by Semantic Principles’ Labels for ‘Corpus of Historical Japanese’ Heian
Period Series—Trial Annotation on Tosa Nikki and Taketori Monogatari—”，JADH 2017，The
Japanese Association for Digital Humanities Conference 2017，2017.9.
Mai Omura, Yuta Takahashi, and Masayuki Asahara
“Universal Dependency for Japanese Modern Languages”，JADH 2017，The Japanese Association
for Digital Humanities Conference 2017，2017.9.
Masayuki Asahara
“Between Reading Time and Information Structure”，Proceedings of The 31st Pacific Asia
Conference on Language，Information and Computation PACLIC 31（2017），2017.11.
Masayuki Asahara, and Sachi Kato
“Between Reading Time and Syntactic/Semantic Categories”，Proceedings of the The 8th Interna-
tional Joint Conference on Natural Language Processing，pp.404–412，2017.11.
浅原正幸






“NWJC2Vec: Word embedding dataset from ‘NINJAL Web Japanese Corpus”’，Terminology:





Takuya Miyauchi, Masayuki Asahara, Natsuko Nakagawa, and Sachi Kato
“Annotation of Information Structure on “The Balanced Corpus of Contemporary Written
Japanese””，Koichi Hashida, and Win Pa Pa（eds）Computational Linguistics, 15th International





Mai Omura, and Masayuki Asahara
“UD Japanese-BCCWJ”，2018.3.30.
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・ The 11th edition of the Language Resources and Evaluation Conference（LREC 2018）Scientific
Committee Member
・ The 13th Workshop on Asian Language Resources（ALR13）Program Committee Member
・ The 16th Annual Conference of the North American Chapter of the Association for Computational
Linguistics: Human Language Technologies（NAACL HLT-2018）Program Committee Member
・言語処理学会第 24 回年次大会発表賞選考委員
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・ The 13th Workshop on Asian Language Resources（ALR13）Program Committee Member
・ The 16th Annual Conference of the North American Chapter of the Association for Computational
Linguistics: Human Language Technologies（NAACL HLT-2018）Program Committee Member
・言語処理学会第 24 回年次大会発表賞選考委員































Yuichi Ishimoto, Takehiro Teraoka, and Mika Enomoto
“End-of-Utterance Prediction by Prosodic Features and Phrase-Dependency Structure in Sponta-
neous Japanese Speech”，Proceedings of Interspeech 2017，pp.1681–1685，2017.8.
【講演・口頭発表】
石本祐一，河原英紀
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“Creating Contents for Language Learning: Collaboration with Language Communities”（招待講
演），NINJAL-NMJH-UHMWorkshop “Underdescribed Languages and Histories: Linguist’s and
Historian’s Challenges”，ハワイ大学マノア校，2017.5.16–18.
Yukinori Takubo, and Masahiro Yamada




































・学会要旨査読，The 25th Japanese/Korean Linguistics, University of Hawai’i at Ma¯noa
196 VI 教員の研究活動と成果
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2. 第 2 期中期目標・中期計画期間に係る評価結果について
3. 平成 28 事業年度に係る業務の実績に関する報告書について
4. 平成 28 年度業務の実績に関する外部評価報告書
5. 平成 29 年度計画について




















































▶ 2017年 6月 19日（第 1回）
可視化・高度化事業特任助教として籠宮隆之氏を運営会議に推薦。
（2017年 7月 10日開催の運営会議（第 1回）で採用決定）
▶ 2017年 7月 10日（第 2回），2017年 9月 29日（第 3回）
研究系（言語変異研究領域）准教授として山田真寛氏を運営会議に推薦。
（2017年 10月 23日開催の運営会議（第 2回）で採用決定）
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•外部評価委員会【平成 29 年度実績評価】（第 1 回）
［2018 年 3 月 6 日 15:00–17:00（TKP 東京駅前カンファレンスセンター）］
▶ 議事
1. 前回議事概要（案）確認
2. 機関拠点型基幹研究プロジェクト 平成 29 年度点検・評価報告書について
3. 機関拠点型基幹研究プロジェクト 平成 30 年度年次計画について
4. その他
•外部評価委員会【平成 29 年度実績評価】（第 2 回）




2. 平成 29 年度共同研究プロジェクト評価について
3. 機関拠点型基幹研究プロジェクト評価について
4. 平成 29 年度「コーパス開発センター」及び「研究情報発信センター」の評価について











第 15回所長賞：2017 年度前期（2017 年 4 月 1 日–2017 年 9 月 30 日）
•特別所長賞
▶ 窪薗晴夫（研究系（理論・対照研究領域）教授）









◦業績： 情報処理学会 人文科学とコンピュータ研究会奨励賞 受賞，2017.5.
◦理由： 学会レベルでの受賞
第 16回所長賞：2017 年度後期（2017 年 10 月 1 日–2018 年 3 月 31 日）
•特別所長賞
▶ Prashant Pardeshi（研究系（理論・対照研究領域）教授）
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▶ 熊谷学而（研究系（理論・対照研究領域）プロジェクト PD フェロー）
◦業績： Gakuji Kumagai and Shigeto Kawahara，“Stochastic Phonological knowledge and word




◦業績： Takuya Miyauchi, Masayuki Asahara, Natsuko Nakagawa, and Sachi Kato，“Information-
Structure Annotation of the “Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese””，
Computational Linguistics（Communications in Computer and Information Science，781，







2017.4.1 特任助教 青井隼人 採用
2017.7.1 特任助教 新永悠人 採用
2017.8.1 特任助教 籠宮隆之 採用
2017.9.30 所長 影山太郎 任期満了
2017.9.30 特任助教 原田走一郎 退職
2017.10.1 所長 田窪行則 就任
2017.10.1 教授 松本曜 採用
2017.12.1 特任助教 麻生玲子 採用
2018.3.31 特任助教 藤本灯 任期満了
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平成 年 月日   国立国語研究所外部評価委員会【平成 年度実績評価】（第１回）
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平成 年 月日   国立国語研究所外部評価委員会【平成 年度実績評価】（第１回）
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（月 ～日）とオノマトペ国際シンポジウム（月 ～日）の つを開催する。またその成果
の取りまとめ（論文集の編集）に着手する。






















１．引き続き若手研究者をプロジェクト 3'フェローとして合計 名雇用し，研究指導を行う。また 3'フ
ェローの任期終了に伴い，年度末に平成 ～年度の 3'フェロー名を募集する。
２．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。



























































（月 ～日）とオノマトペ国際シンポジウム（月 ～日）の つを開催する。またその成果
の取りまとめ（論文集の編集）に着手する。






















１．引き続き若手研究者をプロジェクト 3'フェローとして合計 名雇用し，研究指導を行う。また 3'フ
ェローの任期終了に伴い，年度末に平成 ～年度の 3'フェロー名を募集する。
２．研究班，研究テーマごとに研究成果発表会と打合せ会議を年数回開催する。

































































)HVWDを 回，国際ワークショップ・シンポジウムを 回開催した。これらの企画において計 件の研
究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 件），計 名（延べ）の参加者が得られた（うち海外機
関研究者 人，大学院生を含む学生 人）。またプロジェクトの所内メンバーが合計 冊の研究論文集を




































本語の音声と文法について各 コマの講義を行った。大学院生 人を含む合計 人の参加を得た。
若手育成として新規に 3'フェローを 人雇用し，また学振 3'人を外来研究員として受け入れ指導を行
った。またプロジェクト全体で 人の非常勤研究員を雇用し，対照言語学の事業を推進した。






























大学）の３つのイベントを開催した。   
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大学）の３つのイベントを開催した。   
















1.対照言語学研究を推進するために， つの研究班（下記）ごとの公開研究発表会を計  回， 班合同の
発表会3URVRG\DQG*UDPPDU)HVWDを  回，国際ワークショップ・シンポジウムを  回開催した。
これらの企画において計 件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 件），計 名（延
べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者 人，大学院生を含む学生 人）。
①このうち，班ごとの研究発表会 回の内訳は音声研究班 回（平成 年 月 日，月 日，平成
年 月 日），とりたて班 回（平成 年 月 日），名詞修飾班 回（平成 年 月 日，
月 日，平成 年 月 日），動詞の意味構造班（以下「意味構造班」）が 回（平成 年 月 
日，平成 年 月 日）であった。これらの発表会に合計 人の参加が得られた（うち海外機関研
究者 人，大学院生を含む学生 人）。発表数は合計 件であった（うち学生が筆頭発表者の発表 
件）。
②プロジェクト全体の統合を図るために，平成 年 月 日に，つの公募型共同研究プロジェクト
（「日本語から生成文法理論へ：統語理論と言語獲得」「語用論的推論に関する比較認知神経科学的研
究」）も加わった合同の研究発表会3URVRG\DQG*UDPPDU)HVWDを開催し，人の参加者を得た（う






月 日）を開催した。参加者は 人（うち海外機関研究者 人），発表件数は 件（口頭 件，ポ























①音声研究班は平成 年 月に 2[IRUG8QLYHUVLW\3UHVVより +DUXR.XER]RQRHG7KH3KRQHWLFVDQG
3KRQRORJ\RI*HPLQDWH&RQVRQDQWV（計 頁）を，年 月に 'H*UX\WHU0RXWRQより +DUXR.XER]RQR
DQG0LNLR*LULNRHGV7RQDO&KDQJHDQG1HXWUDOL]DWLRQ計 頁をそれぞれ刊行した。さらに，
平成 年 月に開催した国際ワークショップ -.:RUNVKRSRQ3URVRG\DQG3URVRGLF,QWHUIDFHVLQ
-DSDQHVHDQG.RUHDQの成果を論文集としてまとめるべく，国際誌 7KH/LQJXLVWLF5HYLHZ'H*UX\WHU
0RXWRQと交渉を行い，編集作業を始めた（平成 年 月入稿，平成 年前半刊行予定）。
②とりたて班は平成 年 月に 'H*UX\WHU 0RXWRQより 0DVD\RVKL6KLEDWDQL6KLJHUX0L\DJDZDDQG
+LVDVKL1RGDHGV+DQGERRNRI-DSDQHVH6\QWD[の巻計 頁を刊行した。また，研究論文集『日
本語と世界の言語のとりたて表現』の編集作業を進めた。
③名詞修飾班は平成 年 月に 'H*UX\WHU0RXWRQより 3UDVKDQW3DUGHVKLDQG7DUR.DJH\DPDHGV
+DQGERRNRI-DSDQHVH&RQWUDVWLYH/LQJXLVWLFVの巻計 頁を刊行した。
④意味構造班は，班長の松本と前プロジェクト 3' フェローの陳奕廷（現三重大学特任教員）が共著の研
究書『日本語語彙的複合動詞の意味と体系』を平成 年 月に刊行した（計 頁，ひつじ書房）。ま
た『移動表現の類型論と第二言語習得』（吉成祐子・眞野美穂・江口清子・松本曜編，くろしお出版）
の刊行準備を行った。




























1.対照言語学研究を推進するために， つの研究班（下記）ごとの公開研究発表会を計  回， 班合同の
発表会3URVRG\DQG*UDPPDU)HVWDを  回，国際ワークショップ・シンポジウムを  回開催した。
これらの企画において計 件の研究発表が行われ（うち学生が筆頭発表者のもの 件），計 名（延
べ）の参加者が得られた（うち海外機関研究者 人，大学院生を含む学生 人）。
①このうち，班ごとの研究発表会 回の内訳は音声研究班 回（平成 年 月 日，月 日，平成
年 月 日），とりたて班 回（平成 年 月 日），名詞修飾班 回（平成 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日，
月 日，平成 年 月 日），動詞の意味構造班（以下「意味構造班」）が 回（平成 年 月 
日，平成 年 月 日）であった。これらの発表会に合計 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3URVRG\DQG*UDPPDU)HVWDを開催し，人の参加者を得た（う






月 日）を開催した。参加者は 人（うち海外機関研究者 人），発表件数は 件（口頭 件，ポ























①音声研究班は平成 年 月に 2[IRUG8QLYHUVLW\3UHVVより +DUXR.XER]RQRHG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DQG0LNLR*LULNRHGV7RQDO&KDQJHDQG1HXWUDOL]DWLRQ計 頁をそれぞれ刊行した。さらに，
平成 年 月に開催した国際ワークショップ -.:RUNVKRSRQ3URVRG\DQG3URVRGLF,QWHUIDFHVLQ
-DSDQHVHDQG.RUHDQの成果を論文集としてまとめるべく，国際誌 7KH/LQJXLVWLF5HYLHZ'H*UX\WHU
0RXWRQと交渉を行い，編集作業を始めた（平成 年 月入稿，平成 年前半刊行予定）。
②とりたて班は平成 年 月に 'H*UX\WHU 0RXWRQより 0DVD\RVKL6KLEDWDQL6KLJHUX0L\DJDZDDQG
+LVDVKL1RGDHGV+DQGERRNRI-DSDQHVH6\QWD[の巻計 頁を刊行した。また，研究論文集『日
本語と世界の言語のとりたて表現』の編集作業を進めた。
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の刊行準備を行った。
































ンダネイメイヘン大学教授）からそれぞれ“this book provides new insightsLQWRJHPLQDWHVLQ
languages across the globe”, “This first single volume devoted exclusively to the topic of 
geminates engages in revealing ways with a range of key questions…Recommended!”という評価
を受けた（裏表紙）。またアメリカ音響学会の機関誌 -$6$ の書評欄RQOLQHでは 'RQQD
(ULFNVRQ氏（+DVNLQV/DE）から “This book stands out in terms of the range of languages and 
perspectives covered. … this book is a fascinating read, and a definite must for phoneticians 
DQGSKRQRORJLVWVH[SORULQJWKHOLQJXLstic nature of gemination.” と評された。
8.とりたて班が刊行した『〈アクティブ・ラーニング対応〉日本語を分析するレッスン』は，『英語教育』





9.『オノマトペの謎』（窪薗晴夫編，岩波書店）は複数の新聞（産経新聞 月 日，朝日新聞 月 日，
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日に台湾東呉大学で開催し，



















ンダネイメイヘン大学教授）からそれぞれ“this book provides new insightsLQWRJHPLQDWHVLQ
languages across the globe”, “This first single volume devoted exclusively to the topic of 
geminates engages in revealing ways with a range of key questions…Recommended!”という評価
を受けた（裏表紙）。またアメリカ音響学会の機関誌 -$6$ の書評欄RQOLQHでは 'RQQD
(ULFNVRQ氏（+DVNLQV/DE）から “This book stands out in terms of the range of languages and 
perspectives covered. … this book is a fascinating read, and a definite must for phoneticians 
DQGSKRQRORJLVWVH[SORULQJWKHOLQJXLstic nature of gemination.” と評された。
8.とりたて班が刊行した『〈アクティブ・ラーニング対応〉日本語を分析するレッスン』は，『英語教育』





9.『オノマトペの謎』（窪薗晴夫編，岩波書店）は複数の新聞（産経新聞 月 日，朝日新聞 月 日，

































表現ととりたて表現―」を平成 年 月 日に開催し，人の参加者を得た（うち海外機関研究者 


















 1,1-$/チュートリアル「日本語の音声と文法」を平成 年 月 日に台湾東呉大学で開催し，







 前年度の 3'フェロー人が常勤職（三重大学，学術振興会特別研究員 3'）に就いて退職したのに伴い，
新規に 3'フェローを 人雇用し（音声研究班，文法研究班各 人），また学振 3'人を外来研究員と
して受け入れ，若手育成を行った。このうち 3'フェロー人は，平成 年 月に私立大学の専任教員
として採用されることが内定した。またプロジェクト全体で  人の非常勤研究員を雇用し，対照言語
学の事業を推進した。
















 立命館大学大学院言語教育情報研究科と共催で第  回 1,1-$/ フォーラム「オノマトペの魅力と不思


















































．国際会議 :$)/7KHWK:RUNVKRSRQ$OWDLF)RUPDO/LQJXLVWLFV,&8平成 年 月 ～日




現に関する一連の研究の英語訳をウェブ公開した（平成 年 月）。公開日の平成 年 月 日か
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語研究班は，公開研究発表会・講演会を 回，国際シンポジウムを 回，ワークショップを 回開催した。





















































































語研究班は，公開研究発表会・講演会を 回，国際シンポジウムを 回，ワークショップを 回開催した。





































































































①第 回研究発表会・講演会（平成 年 月 日，国語研（参加者数 人，うち大学院生を含む学生 
人）。
②第 回研究発表会・講演会（平成 年 月 日，神戸大学（参加者数 人，うち大学院生を含む学生
人）。
③第  回研究発表会・講演会をワークショップ：5HVHDUFK0HWKRGVIRUWKH3HQQ3DUVHG&RUSRUDRI
+LVWRULFDO(QJOLVK33&+(，月 日，早稲田大学（参加者数 人，大学院生を含む学生 人）
【国際シンポジウム】
④前年度に協定を締結したペンシルバニア大学，コロラド大学，ヨーク大学，ブランダイス大学および 177
コミュニケーション科学基礎研究所と連携し，平成 年 月 日―日の 日間にわたり，国際シン
ポジウ“([SORLWLQJ3DUVHG&RUSRUD$SSOLFDWLRQVLQ5HVHDUFK3HGDJRJ\DQG3URFHVVLQJ”を開催
した。口頭発表 件（うち海外からの参加者による発表 件，プロジェクト共同研究員のよる発表 件），
ポスター発表 件（うち海外からの参加者による発表 件，プロジェクト共同研究員・非常勤研究員に
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・統語・意味解析コーパス（13&0-）月 日，お茶の水女子大学（参加者数 人，うち学生 人）
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シルベニア大学），%HDWULFH6DQWRULQL教授（ペンシルベニア大学）が平成 年 月 日に早稲田大
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を行った（参加者数 人，うち，大学院生を含む学生 人）。
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調査は，今年度で４年目を迎え，年 月と 年 月に 地域の調査を実施した。





















































































調査は，今年度で４年目を迎え，年 月と 年 月に 地域の調査を実施した。

































































ワイ大学と交流協定を締結した。その準備として，年 月  日にハワイ大学マノア校で
‘1,1-$/10-+8+0:RUNVKRS8QGHUGHVFULEHG/DQJXDJHVDQG+LVWRULHV/LQJXLVWV’DQG+LVWRULDQV’
&KDOOHQJHV’を開催し，研究紹介と研究発表を行なった（機構ネットワーク型基幹研究プロジェクト「北
































る。参加者は国語研スタッフ・共同研究員 人，$$研スタッフ 人，公募による学生・大学院生 人，
愛知県立大学の学生 人の計 人で，調査項目は動詞活用等の文法項目，基礎語彙 単語とその例文
である。調査報告書は 年度に刊行する。
平成  年度から，宮崎県椎葉村と共同で『椎葉村方言語彙集』作成事業を行なっている。今年度は 
年目にあたり，年 月 日に椎葉村鹿野遊，大河内で，月 日に尾八重で調査を実施した。参
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方言コーパスから－」（音声資源活用シンポジウム，年 月 ，国語研講堂） ③&RSXVEDVHGVWXG\RI
-DSDQHVHGLDOHFWV5HJLRQDOGLIIHUHQFHVLQFDVHPDUNLQJV\VWHP’（0HWKRGVⅩⅥ，年 月 日，
国語研） ④「日本語諸方言コーパスに見る富山方言」（富山大学人文学部第６回言語学・日本語学公



















































































方言コーパスから－」（音声資源活用シンポジウム，年 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-DSDQHVHGLDOHFWV5HJLRQDOGLIIHUHQFHVLQFDVHPDUNLQJV\VWHP’（0HWKRGVⅩⅥ，年 月 日，
国語研） ④「日本語諸方言コーパスに見る富山方言」（富山大学人文学部第６回言語学・日本語学公









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































研究発表（うち 件はポスター発表）を行った。人（うち海外 人，大学院生 人）の参加があった
（月 日・国語研）。





















































































研究発表（うち 件はポスター発表）を行った。人（うち海外 人，大学院生 人）の参加があった
（月 日・国語研）。













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































進した。その成果の報告会としてシンポジウム『日常会話コーパス』,,,を 年 月 日に国語研で
開催した。
・世界における通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性について議論するために，年 月 日に国




















































































































進した。その成果の報告会としてシンポジウム『日常会話コーパス』,,,を 年 月 日に国語研で
開催した。
・世界における通時音声コーパスの開発状況や研究の可能性について議論するために，年 月 日に国






























を 年 月 日に開催し，それぞれ 名，名が参加した。また講習会で用いた資料をプロジェ
クトのホームページで公開した。
・若手研究者を主対象に，1,1-$/チュートリアル「コーパスに基づく話し言葉の研究」を，年 月 









































として，「創発参与」プロジェクトと合同でシンポジウム『日常会話コーパス』,,,を 年 月 日に
国語研講堂で開催した。口頭発表 件，ポスター発表 件，デモンストレーション 件，参加者は 
名（うち学生 名）であった。
経年変化班が主導し， 年  月  日に国際シンポジウム‘,QWHUQDWLRQDO6\PSRVLXPRQ'LDFKURQLF






とば・認知・インタラクション」 を東京工科大学蒲田キャンパスにて開催した。口頭発表  件，パネ
ル討論 件，参加者は 名（うち学生 名）であった。
各班の研究を実質的に推進するため，各班年 回計 回の研究会合を開催した（レジスター班：年 
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名（うち学生 名）であった。
経年変化班が主導し， 年  月  日に国際シンポジウム‘,QWHUQDWLRQDO6\PSRVLXPRQ'LDFKURQLF






とば・認知・インタラクション」 を東京工科大学蒲田キャンパスにて開催した。口頭発表  件，パネ
ル討論 件，参加者は 名（うち学生 名）であった。
各班の研究を実質的に推進するため，各班年 回計 回の研究会合を開催した（レジスター班：年 



















































































若手研究者を主対象に，コーパス利用に関する講習会を 月 日と 月 日に開催し，それぞれ，
名，名が参加した。また講習会で用いた資料をプロジェクトのホームページで公開した。
若手研究者を主対象に，1,1-$/チュートリアル「コーパスに基づく話し言葉の研究」を，年 月 
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るため，1,1-$/ 国際シンポジウム「第  回日本語実用言語学国際会議（,&3/-）」を開催し，本プロジ
ェクトの成果に関する研究発表を 件行った。シンポジウム全体としては，件の研究発表が行われ，
参加者は 名（うち国外機関所属者 名，学生 名）であった。
・学習者の作文コーパスを分析した成果として研究論文集『わかりやすく書ける作文シラバス』（石黒圭編，














活用方法講習会を国内 回，海外 回の計 回（参加者合計 名，うち国外機関所属者 名，学生 
名），シンポジウム 件を行った（参加者合計 名，うち国外機関所属者 名，学生 名）。
・多言語を母語とする日本語学習者コーパスである『,-$6（,QWHUQDWLRQDOFRUSXVRI-DSDQHVH$VD6HFRQG
ODQJXDJH）多言語母語の日本語学習者横断コーパス』の構築を前年度から継続して行い，年 月 
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ンポジウム全体の発表件数は 件，参加者は 名（うち，学生 名）であった。
会話・談話研究シンポジウム「日本語教育の新展開―談話研究の可能性(1) ―」（年 月 日，国
立国語研究所）において，研究発表「日本語教育になぜ談話研究が必要なのか？」を行った。シンポジ





作成した自然会話 :(%教材の使い方」（&$67(/-（年 月 日，早稲田大学）），③「1&5%1DWXUDO
&RQYHUVDWLRQ5HVRXUFH%DQN開発の趣旨と活用方法―自然会話教材の収集と教材作成支援機能を中心に
―」（年 月 日，ポルト大学）。
多言語を母語とする日本語学習者コーパスの構築の 年目に着手し，年 月 日に，,-$6の第二
次データを検索システムであるＩ－ＪＡＳ中納言とともに公開した。
本コーパスは日本語学習者の発話と作文のデータからなり，第二次公開では日本語学習者 名分（中
国語母語話者 名，韓国語母語話者 名，英語母語話者 名，トルコ語母語話者 名，国内教室環
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シリーズ レッスン，「スタンプカード」シリーズ レッスン，合計 シリーズ レッスンの教材を公
開した。
ウェブ版聴解教材の開発を行い，「自宅のインターホン」シリーズ レッスン，「コーヒーショップ」シ





日（担当：石黒圭，布施悠子，田中啓行）と 年 月 日～日（担当：石黒圭，布施悠子）の計 
回，日本語学習者の日本語習得過程に関するデータ収集を行った。また，年 月に，国立国語研究所
















その他，「%76-活用方法講習会」を国内 回（年 月 日，月 日，月 日，いずれも国立国語
研究所），海外 回（西安外国語大学）の計 回行った。参加者は，月 日が 名（うち，学生 名），
月 日が 名（うち，国外機関所属者 名，学生 名），月 日が 名（うち，国外機関所属者






















その他，年 月 日に，第 回国立大学日本語教育研究協議会ワークショップ（お茶の水女子大学）
で，講演「読解授業でのピア・リーディングの導入と活用」を行った（石黒圭）。

































シリーズ レッスン，「スタンプカード」シリーズ レッスン，合計 シリーズ レッスンの教材を公
開した。
ウェブ版聴解教材の開発を行い，「自宅のインターホン」シリーズ レッスン，「コーヒーショップ」シ





日（担当：石黒圭，布施悠子，田中啓行）と 年 月 日～日（担当：石黒圭，布施悠子）の計 
回，日本語学習者の日本語習得過程に関するデータ収集を行った。また，年 月に，国立国語研究所
















その他，「%76-活用方法講習会」を国内 回（年 月 日，月 日，月 日，いずれも国立国語
研究所），海外 回（西安外国語大学）の計 回行った。参加者は，月 日が 名（うち，学生 名），
月 日が 名（うち，国外機関所属者 名，学生 名），月 日が 名（うち，国外機関所属者






















その他，年 月 日に，第 回国立大学日本語教育研究協議会ワークショップ（お茶の水女子大学）
で，講演「読解授業でのピア・リーディングの導入と活用」を行った（石黒圭）。











































































































%76-の利用方法の講習会を内外で 回（参加者 名，うち国外 名，学生 名）開催し，シ
ンポジウムを 件（参加者 名，うち国外 名，学生 名）実施した。
『,-$6（,QWHUQDWLRQDOFRUSXVRI-DSDQHVH$VD6HFRQGODQJXDJH）多言語母語の日本語学習
者横断コーパス』の構築を継続して，年 月に，検索システムの ,-$6中納言とともに，第
次公開として 名分の発話データと 名分の作文データを公開した。また，年 月
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本プロジェクトの共同研究員の大学院生 名が研究成果（口頭発表 件，論文 件）を発表した。
「日本語教師セミナー」を内外で各 回（参加者 名，うち国外 名，学生 名），「%76-活
































































本プロジェクトの共同研究員の大学院生 名が研究成果（口頭発表 件，論文 件）を発表した。
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平成 年 月 日 日に『言語資源活用ワークショップ』/5:を開催した。総参加者数 
名，発表件数は  件。また併設イベントとして，国立情報学研究所データセット共同利用研究開発
センターと共同で平成 年 月 日に『音声資源活用シンポジウム』を開催した。総参加者数 
名。発表件数は 件。


















平成 年 月 日に，日本語教育研究領域と合同で，「シンポジウム「日本語学習者はどのように
文章を理解しているのか―目の動きから見えてくるもの―」を開催参加者名。
共同研究プロジェクト「DOOZRUGV:6'システムの構築及び分類語彙表と岩波国語辞典の対応表作成





 センター長 名・専任准教授 名・特任助教 名・プロジェクト非常勤研究員 名のほか併任教員 
名からなる。
 平成 年度より特任専門職員を 名雇用するために人事を行った。
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 上記 による今年度の収入は 万円。昨年度比 倍。
 『梵天』による 1:-&の検索件数は一般公開版万件，高機能版は文字列検索が件，品詞列
検索が 件，係り受け検索が 件，延べログイン数件。







Masayuki Asahara (2018), NWJC2Vec: Word embedding dataset from ‘NINJAL Web Japanese 
Corpus’Terminology | International Journal of Theoretical and Applied Issues in Specialized 
&RPPXQLFDWLRQSS%HQMDPLQV （意味班）
 積極的に国際会議発表件を進めた。
3$&/,1*件   意味班会議後国際論文集 SRVWSURFHHGLQJVに採択採択率
7&30$3//件  意味班
'+件     意味班（言語変化研究領域と合同）
,17(563((&+件音声班
'L66件    音声班
2ULHQWDO&2&26'$件 音声班
-$'+件    意味班・係り受け班
3$&/,&件  意味班





















また，&6- での短単位の出現頻度・連接頻度に基づく統計的言語解析モデル XQLGLFFZM と
XQLGLFFVM を構築，8QL'LF の  年ぶりのメジャーアップデートとして公開し，それぞれ 
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る（平成 年 月末）。年度は 回の更新作業を行い，新規データ 件を追加公開した。
・データ化されていない『国語年鑑』～年版掲載図書の遡及入力を行い，データの追加を開始し
た（～年版 約 件）。
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◎門倉正美   横浜国立大学名誉教授
          専門：哲学，日本語教育

○小野正弘    明治大学教授
          専門： 国語学・日本語史

沖 裕子  信州大学教授
         専門： 談話，方言，日本語教育
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片桐恭弘   公立はこだて未来大学学長
          専門： 情報科学，社会言語学

坂原茂     東京大学名誉教授
          専門： フランス語学，認知言語学

佐久間まゆみ  早稲田大学名誉教授
          専門： 文章・談話論，日本語教育

橋田浩一   東京大学教授
         専門： 自然言語処理

森山 卓郎    早稲田大学教授
          専門： 日本語学，日本語文法
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
○小野正弘    明治大学教授
          専門： 国語学・日本語史

沖 裕子  信州大学教授
         専門： 談話，方言，日本語教育

片桐恭弘   公立はこだて未来大学学長
          専門： 情報科学，社会言語学

坂原茂     東京大学名誉教授
          専門： フランス語学，認知言語学

佐久間まゆみ  早稲田大学名誉教授
          専門： 文章・談話論，日本語教育

橋田浩一   東京大学教授
         専門： 自然言語処理

森山 卓郎    早稲田大学教授
          専門： 日本語学，日本語文法

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日 時： 平成 年 月 日（火）～
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日 時： 平成 年 月 日（金）：～：
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